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特長 

FIFO で 16 個のイベントを記録可能 
設定可能な 10 本の I/O によって下記の機能を実現 

最大 5×5 のマトリクスのキーパッド・デコーディング 
に対応 

キー・プレス/キー・リリース割込み 
GPIO 機能 
割込みレベルを選択できる GPI 
100kΩまたは 300kΩのプルアップ抵抗 
300kΩのプルダウン抵抗 
プッシュプルまたはオープン・ドレイン付き GPO 
プログラム可能なロジック・ブロック 
パルス・ジェネレータ 

周期とオン時間 
125 ms 単位で 30 分以上  
1 ms 単位で最大 255 ms  

リセット・ジェネレータ 
最大 1MHz の Fast-mode Plus (Fm+) に対応した 

I2C インターフェース 
オープン・ドレイン割込み出力 
16 ボール WLCSP、1.59 mm × 1.59 mm 

アプリケーション 

キーパッド・エントリーと I/O 拡張機能を必要とする機器 
スマートフォン、リモート制御、カメラ 
健康機器、工業用、計測器 

機能ブロック図 
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図 1. 

概要 

ADP5586  は、キーパッド・マトリクス・デコーダ、プログラマ

ブル・ロジック、リセット・ジェネレータ、およびパルス・ジ

ェネレータを内蔵した、10 ポートの I/O エキスパンダです。I/O
エキスパンダ IC は、携帯機器（電話機、リモコン、カメラな

ど）や携帯用ではないアプリケーション（健康機器、工業およ

び計測分野など）に使用されます。I/O エキスパンダは、プロ

セッサで必要な入/出力の数を増やすために使用したり、あるい

はフロントパネルの設計のためにインターフェース・コネクタ

を通して要求される I/O 数を削減するのに使用する事ができま

す。 

ADP5586は、全てのキー・スキャニングとデコーディングを処

理し、新規のキー・イベントの発生を割込み・ラインを介して

メイン・プロセッサに知らせます。GPI の変化とロジックの変

化は、FIFO を介してイベントとして追跡することも出来るので、

イベント変化のたびに異なるレジスタをモニターする必要性が

ありません。ADP5586 は、最大 16 イベントまで格納できる

FIFO を備えています。プロセッサは、I2C 互換インターフェー

スを介してイベントを読出す事ができます。 

ADP5586 によってメインのプロセッサはキーパッドを監視する

必要がなくなるため、消費電力が低減し、そして/あるいはプ

ロセッサの帯域幅が増大し、他の機能を実行できるようになり

ます。 

プログラム可能なロジック機能により、必要な共通ロジックを

GPIO エキスパンダの一部として内蔵する事ができるので、ボー

ド面積とコストを節約できます。 

 

日本語参考資料 

最新版英語データシートはこちら 

http://www.analog.com/jp/ADP5586
http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
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http://www.analog.com/media/en/technical-documentation/data-sheets/ADP5586.pdf
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仕様 
特に指定のない限り、VDD = 1.8 V～3.3 V、TA = TJ= −40°C ～ +85°C 。1 

表 1. 
Parameter Symbol Test Conditions/Comments Min Typ Max Unit 
SUPPLY VOLTAGE       

VDD Input Voltage Range VDD  1.65  3.6 V 
Undervoltage Lockout Threshold UVLOVDD UVLO active, VDD falling 1.2 1.3  V 

  UVLO inactive, VDD rising  1.4 1.6 V 
SUPPLY CURRENT       

Standby Current ISTNBY VDD = 1.65 V  1 4 μA 
  VDD = 3.3 V  1 10 µA 
Operating Current (One Key Press) ISCAN1 Scan = 10 ms, CORE_FREQ = 50 kHz, 

scan active, 300 kΩ pull-up, 
VDD = 1.65 V 

 30 40 µA 

 ISCAN2 Scan = 10 ms, CORE_FREQ = 50 kHz, 
scan active, 300 kΩ pull-up, 
VDD = 3.3 V 

 75 85 μA 

PULL-UP, PULL-DOWN RESISTANCE       
Pull-Up       

Option 1   50 100 150 kΩ 
Option 2   150 300 450 kΩ 

Pull-Down   150 300 450 kΩ 
INPUT LOGIC LEVEL (RST, SCL, SDA, R0, R1, 

R2, R3, R4, R5, C0, C1, C2, C3, C4) 
      

Input Voltage       
Logic Low VIL    0.3 × VDD V 
Logic High  VIH  0.7 × VDD   V 

Input Leakage Current (Per Pin) VI-LEAK   0.1 1 µA 
PUSH-PULL OUTPUT LOGIC LEVEL (R0, R1, 

R2, R3, R4, R5, C0, C1, C2, C3, C4 
      

Output Voltage       
Logic Low  VOL1 Sink current = 10 mA, maximum of 

five GPIOs active simultaneously 
  0.4 V 

 VOL2 Sink current = 10 mA, all GPIOs active 
simultaneously 

  0.5 V 

Logic High  VOH Source current = 5 mA 0.7 × VDD   V 
Logic High Output Leakage Current 
 (Per Pin) 

VOH-LEAK   0.1 1 µA 

OPEN-DRAIN OUTPUT LOGIC LEVEL  
(INT, SDA) 

      

Output Voltage       
Logic Low       

INT VOL3 ISINK = 10 mA   0.4 V 
SDA VOL4 ISINK = 20 mA   0.4 V 

Logic High Output Leakage Current (Per Pin) VOH-LEAK   0.1 1 µA 
Logic Propagation Delay    125 300 ns 
Flip-Flop (FF) Hold Time2    0  ns 
FF Setup Time2    175  ns 
GPIO Debounce2     70 µs 
Internal Oscillator Frequency3 OSCFREQ  720 800 880 kHz 

 
1  限界温度におけるすべての限界値は、標準の統計的品質管理(SQC)を使用した相関によって保証されています。Typ 値は TA = 25℃、VDD = 1.8 V での値で

す。 
2  設計上で保証します。 
3  すべてのタイマーはベース発振器を基準とし、同じ±10%の精度を持ちます。 
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I2C タイミング仕様 

表 2. 
Parameter Description Min Max Unit 
I2C TIMING SPECIFICATIONS     

Delay from UVLO/RST Inactive to I2C Access   60 µs 
fSCL SCL clock frequency 0 1000 kHz 
tHIGH SCL high time 0.26  µs 
tLOW SCL low time 0.5  µs 
tSU; DAT Data setup time 50  ns 
tHD; DAT Data hold time 0  µs 
tSU; STA Setup time for repeated start 0.26  µs 
tHD; STA Hold time for start/repeated start 0.26  µs 
tBUF Bus free time for stop and start conditions 0.5  µs 
tSU; STO Setup time for stop condition 0.26  µs 
tVD; DAT Data valid time  0.45 µs 
tVD; ACK Data valid acknowledge  0.45 µs 
tR Rise time for SCL and SDA  120 ns 
tF Fall time for SCL and SDA  120 ns 
tSP Pulse width of suppressed spike 0 50 ns 
CB1 Capacitive load for each bus line  550 pF 

 
1  CBは、1 本のバス・ラインの合計容量(pF)です。 
 

タイミング図 
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図 2. I2C インターフェースのタイミング図 
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絶対最大定格 
表 3.  
Parameter Rating 
VDD to GND −0.3 V to +4 V 
SCL, SDA, RST, INT, R0, R1, R2, R3, 

R4, 
C0, C1, C2, C3, C4 

−0.3 V to (VDD + 0.3 V) 

Temperature Range  
Operating (Ambient)  −40°C to +85°C1 

Operating (Junction)  −40°C to +125°C 
Storage  −65°C to +150°C 

消費電力が大きくかつ熱抵抗が大きなアプリケーションでは、

最大周囲温度を下げる必要があります。最大周囲温度(TA (MAX))
は最大動作ジャンクション温度(TJ (MAXOP) = 125°C)、デバイスの

最大消費電力（PD (MAX)）、アプリケーション上のデバイス/パ

ッケージのジャンクションー周囲間熱抵抗(θJA)に依存し、次の

式が成立します。TA (MAX) = TJ (MAXOP) − (θJA × PD (MAX))。  

上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えるとデバイスに恒

久的な損傷を与えることがあります。この規定はストレス定格

の規定のみを目的とするものであり、この仕様の動作の節に記

載する規定値以上でのデバイス動作を定めたものではありませ

ん。デバイスを長時間絶対最大定格状態に晒すとデバイスの信

頼性に影響を与える可能性があります。  

絶対最大定格は、組み合わせではなく個別に適用されます。特

に注記がない限り、すべての電圧は GND を基準にします。 

熱抵抗 

θJA はワーストケース条件、つまり表面実装型パッケージの場合、

デバイスを回路基板(PCB) にハンダ付けした状態で規定されま

す。 

表 4.  
Thermal Resistance θJA Unit 
16-Ball WLCSP 62 °C/W 
Maximum Power Dissipation 70 mW 

ESD の注意 

 

ESD（静電放電）の影響を受けやすいデバイスです。 
充電したデバイスや回路基板が検知されないまま放電する

事があります。本製品は当社独自の ESD 保護回路を内蔵し

ていますが、デバイスが高エネルギーの静電放電を被った

場合、回復不能の損傷を生じる可能性があります。したが

って、性能劣化や機能低下を防止するため、ESD に対する

適切な予防措置を講じることをお勧めします。 
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ピン配置およびピン機能説明 
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図 3.ピン配置 

表 5 ピン機能の説明 
ピ

ン

番

号 記号 説明 
A1 VDD  電源入力。 
A2 SDA I2C データ入力/出力。 
A3 SCL I2C のクロック入力。 
A4 GND グラウンド。 
B1 R0 GPIO 1 （GPIOの代替機能：ロジック・ブロック出力 LY）。キーパッド・モードに設定した時、このピンは行 0として

機能します。 
B2 INT オープン・ドレイン割込み出力。 
B3 RST/R5 入力リセット信号(RST)。リセット信号機能は ADP5586ACBZ-01-R7 を除くすべてのモデルに適用されます。 

GPIO 6/Row 5 (R5)。この機能は ADP5586ACBZ-01-R7 モデルにのみ適用 
B4 C0 GPIO 7（GPIOの代替機能：PULSE_GEN_1)。キーパッド・モードに設定した時、このピンは列 0として機能します。 
C1 R2 GPIO 3（GPIO の代替機能：ロジック・ブロック入力 LB)。キーパッド・モードに設定した時、このピンは行 2 として機

能します。 
C2 R1 GPIO 2（GPIO の代替機能：ロジック・ブロック入力 LA)。キーパッド・モードに設定した時、このピンは行 1 として機

能します。 
C3 C1 GPIO 8 (GPIO の代替機能：PULSE_GEN_2)。キーパッド・モードに設定した時、このピンは列 1 として機能します。 
C4 C2 GPIO 9。キーパッド・モードに設定した時、このピンは列 2 として機能します。 
D1 R4 GPIO 5 (GPIO の代替機能：RESET_OUT)。キーパッド・モードに設定した時、このピンは行 4 として機能します。 
D2 R3 GPIO 4 (GPIO の代替機能：ロジック・ブロック入力 LC)。キーパッド・モードに設定した時、このピンは行 3 として機

能します。 
D3 C3 GPIO 10。キーパッド・モードに設定した時、このピンは列 3 として機能します。 
D4 C4 GPIO 11。キーパッド・モードに設定した時、このピンは列 4 として機能します。 
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動作原理 
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デバイス・イネーブル 

十分な電圧を VDD に印加し RSTピンをロジック・ハイレベル

で駆動した時、ADP5586 はスタンバイ・モードで起動し、すべ

ての設定がデフォルト状態になります。ユーザは I2C インター

フェースを介してデバイスを設定できます。RSTピンをローに

すると、ADP5586 はリセット状態に入りすべての設定がデフォ

ルトに状態に戻ります。RSTピンはデバウンス・フィルタを備

えています。 

ADP5586ACBZ-01-R7 のデバイス・モデルを使用する場合、RST
ピンは追加の列ピン(R5)として動作します。リセット・ピン無

しのデバイスをリセットためには、VDD を UVLO スレッショー

ルド以下に下げるか、あるいは SW_RESET ビットを 1（レジス

タ 0x3D、ビット 2)に設定します。 

デバイスの概要 

ADP5586には複数の設定が可能な 10 本の入力/出力ピンがあり

ます。これらのピンをプログラムしてデバイスをイネーブルに

する事によって、下記の様々な機能を実行できます。 

• キーパッド・マトリクスのデコーディング（最大 5 列 X 5
行のマトリックス) 

• 汎用 I/O の拡張機能（最大 10 本の入力/出力） 
• リセット・ジェネレータ 
• ロジック機能ビルディング・ブロック（最大 3 入力／1 出

力） 
• 2 個のパルス・ジェネレータ 

10 本の入力/出力ピンはすべて図 5 に示すような I/O 構造になっ

ています。 

I/O
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図 5. I/O の構造 

各 I/O は抵抗 100 kΩ 又は 300 kΩ でプルアップ、あるいは抵抗

300 kΩ でプルダウンが可能です。ロジック出力駆動のために、

各 I/O にはプッシュプル・タイプ出力用の 5 mA の PMOS ソー

スと 10 mA の NMOS シンクが内蔵されています。オープン・ド

レイン出力の場合、5 mA の PMOS ソースはイネーブルしませ

ん。ロジック入力のアプリケーションでは、各 I/O を直接、あ

るいはデバウンス・フィルタを通してサンプリングする事がで

きます。 

図 5 に示す I/O 構造によってすべての GPI と GPO 機能が可能に

なり、PWM やクロック分周機能も実現できます。キー・マトリ

ックスのスキャンとデコードの場合、スキャニング回路は抵抗

100 kΩ 又は 300 kΩ を使用してキーパッドの行ピンをプルアップ

し、10 mAの NMOSシンクを使用してキーパッドの列ピンを接地

します（キー・コーディングについての詳細についてはキー・

スキャン制御セクションを参照）。 

デバイスの設定は I2C インターフェースを介して一連の内部抵抗

をプログラムする事によって実行されます。デバイス状態のフ

ィードバックや保留中の割込みは INTピンを使用する事により

外部プロセッサに伝える事ができます。 

ADP5586には 3 種類の機能セットがあります。表 6 は ADP5586
の各モデルで可能な機能の一覧です。供給状況そして/あるいは

その他構成については最寄の ADI 代理店の担当者にご相談くだ

さい。 

表 6. デバイス・モデルによるマトリックス・オプション 1 
Model Description 
ADP5586ACBZ-00-R7 GPIO pull-down on startup 
 5-row × 5-column matrix 
ADP5586ACBZ-01-R7 Row 5 added to GPIOs 
 6-row × 5-column matrix 
ADP5586ACBZ-03-R7 Alternate I2C address (0x30) 
 5-row × 5-column matrix 
 
1 ここに示されていない構成の供給状態についてはアナログ・デバイセ

ズにご相談ください。 

 

http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
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機能説明 
イベント FIFO 
ADP5586の各種ブロックの詳細に入る前に、 ADP5586 に用いら

れているイベント FIFO の機能を理解する事が重要です。イベ

ント FIFO（レジスタ 0x03～レジスタ 0x12）は最大 16 イベント

の記録ができます。デフォルトでは、FIFO は主にキー・プレス

やキー・リリースのようなキー・イベントを記録します。しか

し、汎用入力(GPI)とロジック動作を設定して FIFO に関するイ

ベント情報を生成する事もできます。イベント・カウント

EC[4:0] （レジスタ 0x02、 ビット[4:0]）は 5 ビットで構成され、

FIFO と連係して動作するのでユーザは FIFO に保存されている

イベント数がわかります。 

FIFOは 16個の 8ビットレジスタで構成されています。各レジス

タのビット[6:0]はイベント識別子を保持し、ビット 7 はイベン

ト状態を保持します。ユーザは FIFO_1～FIFO_16 のレジスタの

中から FIFO の一番上のレジスタを読出す事ができます。

ADP5586には複数コピーの FIFO レジスタがあるので、１回の

I2C バースト読出しで完全な FIFO を読出す事ができます。  

EVENT1[7:0]

EVENT2[7:0]

EVENT3[7:0]

EVENT4[7:0]

EVENT13[7:0]

EVENT14[7:0]

EVENT15[7:0]

EVENT16[7:0]

EVENT5[7:0]

EVENT6[7:0]

EVENT7[7:0]

EVENT8[7:0]

EVENT9[7:0]

EVENT10[7:0]

EVENT11[7:0]

EVENT12[7:0]

7

GPI EVENTS EC[4:0]

OVRFLOW_INT

KEY EVENTS

LOGIC EVENTS

6 5 4 3 2 1 0

FIFO
UPDATE

EVENT8_IDENTIFIER[6:0]

EVENT8_STATE

11
14

8-
00

6

 
図 6.Eventx[7:0] ビットの内容 
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図 7. FIFO 動作 

FIFO レジスタは常に、FIFO の上端（すなわち、EVENT1[7:0]の
位置）を指示します。ユーザが FIFO のどの位置から読出そう

としても、データは常にその FIFO の一番上から取られます。

これによって、イベントを発生の順番通りに読出す事ができる

ので、FIFO システムの整合性を保つことができます。 

前述のように、 ADP5586に搭載されているいくつかの機能を設

定して、FIFO に関するイベントを生成することができます。

FIFO への更新は、FIFO 更新制御ブロックが管理します。I2C ト

ランザクションがいずれかの FIFO アドレス位置にアクセスし

ている場合は、I2C トランザクションが完了するまで更新が一時

停止します。 

外部プロセッサが FIFO を読出してクリアしないうちに 16 を超

えるイベントが生成されると、FIFO のオーバーフローが発生し

ます。 

オーバーフロー状態が生ずると、オーバーフロー割込み状態ビ

ット(OVRFLOW_INT、レジスタ 0x01、 ビット 2)が設定されま

す。オーバーフロー割込みがイネーブルになると、割込みが生

成され、16 を超えるイベントが発生したことをプロセッサに通

知します。 

http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
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キー・スキャン制御 

一般事項 

10 本の入力/出力ピンを設定する事により、PIN_CONFIG_A、 
PIN_CONFIG_B、 PIN_CONFIG_C の各レジスタ （レジスタ 
0x3A ～ 0x3C）を使って最大 25 個のスイッチ（5×5 マトリク

ス）までのキーパッド・マトリクスをデコードすることができ

ます。マトリクスをこれより小さく設定することも可能で、そ

の場合は未使用の行／列ピンをほかの I/O 機能に使用すること

ができます。 

R0～R4 の I/O ピンは、キーパッド・マトリクスの行を構成しま

す。C0～C4 の I/O ピンは、キーパッド・マトリクスの列を構成

します。行に使用するピンは、内部の 300 kΩ（または 100 kΩ）

抵抗を介してプルアップされます。列に使用するピンは、内部

の NMOS 電流シンクによってローレベルに駆動されます。  
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図 8. キー・スキャン・ブロックの簡略図 

 
 
図 8 は、3×3 の小さい 9 スイッチ・キーパッド・マトリクスに

接続した 3 本の行ピンと 3 本の列ピンを使用するキー・スキャ

ン・ブロックの簡略図です。キー・スキャナがアイドル状態の

時、行ピンはハイレベルになり、列ピンはローレベルに駆動さ

れます。キー・スキャナは、行ピンがローレベルであるかどう

かを確認する事によって動作します。  

マトリクスのスイッチ 6 が押されると、R1 は C2 に接続します。

キー・スキャン回路は、1 本の行ピンがローレベルになったこ

とを感知し、キー・スキャン・サイクルを開始します。キー・

スキャニングでは、すべての列ピンをハイレベルに駆動してか

ら、各列ピンを１つずつローレベルに駆動し、行ピンがローレ

ベルになっているか感知します。すべての行／列ペアがスキャ

ンされます；したがって、もし複数のキーがプレスされたら、

それらは検出されます。 

グリッチあるいは有効なキー・プレスとして登録するには時間

が短すぎるプレスを避けるために、キー・スキャナは、キーが

2 スキャン・サイクルの間プレスされる事を要求します。キ

ー・スキャナには各スキャン・サイクルの間に待ち時間があり

ます。したがって、キーがプレスされたとして登録するには、

少なくともこの待ち時間の間キーがプレスされたままになって

いる必要があります。キーが連続的にプレスされたままになっ

ている場合、キーがプレスされている限りキー・スキャナはス

キャンと待機を繰り返します。 

スイッチ 6 がリリースされると、R1 と C2 の間の接続が切れ、

R1 はハイレベルにプルアップされます。キーのリリースは必ず

しもキー・スキャナと同期しないので、キー・スキャナは、2
スキャン・サイクルの間キーがリリースされていることを要求

します。キーのリリースが登録されるには、最大で 2 回の待機

／ スキャンのサイクルが必要になることがあります。キーのリ

リースが登録され、他のキーもプレスされていないと、キー・

スキャナはアイドル・モードに戻ります。 

キーのプレス/リリースの状態を簡単なロジック信号で図示しま

す。ロジック・ハイはキーがプレスされている状態を示し、ロ

ジック・ローはキーがリリースされている状態を示します。こ

のように考えればキー・イベントについて説明する際、個々の

行/列の信号を描く必要がなくなります。 
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図 9. ロジック・ロー：キー・リリース； 

ロジック・ハイ：キー・プレス 
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図 10.キー・スキャン・ブロックの詳細図 

図 10 は、キー・スキャン・ブロックとそれに関連するすべての

制御信号とステータス信号の詳細です。全部の行ピンと列ピン

を使えば、25 個の固有のキーのマトリクスをスキャンすること

ができます。 

PIN_CONFIG_A[5:0]、 PIN_CONFIG_B[4:0] の各レジスタ(それ

ぞれレジスタ 0x3A と レジスタ 0x3B)は、I/O をキーパッド・デ

コーディング用に設定する時に使用します。 各キー・スイッチ

上の番号ラベルは、そのスイッチがプレスされた場合に記録さ

れるイベント識別子を示します 。すべての行／列ピンを設定す

ると、FIFO で 25 個のキー識別子のすべてを確認することがで

きます。 

しかし、たとえば C2、C3 の列ピンと R1、R2 の行ピンを使用し

て、2×2 の小さいマトリクスを設定した場合は、図 10 に示すよ

うに FIFO で確認できるのは 4 つのイベント識別子（8、9、13、
14）のみになります。  

ADP5586は、デフォルトでキーのプレスとリリースを FIFO に

記録します。図 11 に、1 つのキーがプレスされたり、リリース

された時に何が起こるかを示します。最初は、キー・スキャナ

はアイドル状態です。キー3 がプレスされると、スキャナは、設

定されたすべての行／列ペアのスキャンを開始します。スキャ

ン待ち時間の後、スキャナは、設定されたすべての行／列ペア

を再びスキャンし、キー3 がプレスされたままであることを検

出し、EVENT_INT 割込みビット（レジスタ 0x01、ビット 0）
を設定します 。 次にイベント・カウンタ EC[4:0](レジスタ 0x02、
ビット[4:0])は 1 にインクリメントします； FIFO の

EVENT1_IDENTIFIER[6:0]は 3 に設定されたイベント識別子に

よって更新されます；そして EVENT1_STATE ビットは 1 に設

定され、キー・プレスを示します。 
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図 11.プレスとリリースのイベント 

キーがプレスされた状態の間、キー・スキャナはスキャン／待

機のサイクルを続行します。2 つの連続したスキャン・サイク

ルの間、キーがリリースされていることをスキャナが検出する

と、イベント・カウンタ EC[4:0]が 2 にインクリメントされ、

FIFO の EVENT2_IDENTIFIER[6:0]が 3 に設定されたイベント識

別子によって更新されます。EVENT2_STATE ビットは 0 に設定

され、リリースを示します。他のキーがプレスされていないの

で、キー・スキャナはアイドル・モードに戻ります。 

http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
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EVENT_INT 割込み（レジスタ 0x01、ビット 0）は、プレスと

リリースの両方のキー・イベントによってトリガーすることが

できます。図 12 に示すように、キー3 がプレスされた場合、

EVENT_INT がアサートされ、EC[4:0]が更新され、そして FIFO
が更新されます。キーがまだプレスされている間は、FIFO を読

出す事ができ、これによって、イベント・カウンタが 0 にデク

リメントし、EVENT_INT がクリアされます。キーが最終的に

リリースされた時、EVENT_INT がアサートされ、イベント・

カウンタがインクリメントされ、FIFO はリリース・イベント情

報によって更新されます。 
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図 12. EVENT_INT 割込みのアサート 

 

キーパッドの拡張 

図 10 に示すように、キーパッドは各行をスイッチで直接グラウ

ンドに接続すれば拡張できます。R0 とグラウンドの間に位置し

ているスイッチをプレスすれば、全部の行が接地します。キ

ー・スキャナはスキャニングを完了すると、通常キー1～キー5
がプレスされたとして検出します；しかし、この特殊な状態は

ADP5586によってデコードされ、これに対し Key Event 31 が割

り当てられます。さらにあと 5 個までキー・イベントの割り当

てが可能で、キーパッド・サイズを最大 30 まで拡張できます。

しかし、もし拡張したキーの１つがプレスされたら、その行の

キーはどれも検出できません。グラウンド・キーの起動はその

行を共用している他のすべてのキーを検出不能にします。  

プリチャージ時間 

スキャン・シーケンスの間、行は列の端から端まで順にスキャ

ンします。各行/列の組み合わせは KEY_POLL_TIME ビット

（レジスタ 0x39、ビット[1:0]）で指定されたレートでテストさ

れます。これらの各スキャン時間の中で、各列は

PRECHARGE_TIME ビット(レジスタ 0x39、ビット 3）で指定さ

れた時間の間スキャンされます。図 13 に示すように、（たとえ

ばプルアップ/プルダウン抵抗などの）直列抵抗と個々の列で観

測される並列容量によって決まる抵抗コンデンサ（RC）時定数

はキー・プレス・イベントのサンプリングに影響を及ぼします。  
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KEY 8 (R1, C2) SAMPLED

PRECHARGE TIME

KEY 9 (R1, C3) SAMPLED

VC2

VC3

11
14

8-
01

3

 
図 13. プリチャージ時間 

ADP5586はプリチャージ時間の終わり近くで行/列ペアの状態

をサンプルリングします。このプリチャージ時間を延長する事

により、RC 時定数が高い場合にも対応できます。物理的なボタ

ンを使うアプリケーションでは、通常 RC 時定数の問題はあり

ませんが、外部リレー・スイッチあるいは複数の外付け MUX
を列に接続した場合、RC 時定数が増大する可能性があります。

行のプルアップ抵抗（レジスタ 0x3C、ビット 7）で小さい方を

使用すれば、RC 時定数を低減します。 

ゴースト 

ゴーストはキーパッド・マトリックス上のあるキー・プレスの

組み合わせによっては、誤って他のキーの読出しを検出してし

まう現象です。ゴーストが発生するのは、複数の行または列で

3 つ以上のキーが同時にプレスされた時です（図 14 を参照）。

キーパッド・マトリクス上で直角になるキーの組み合わせによ

ってゴーストが生じる傾向があります。  
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図 14. ゴーストの例：キー・プレス中に行 0、列 0、 列 2 、行 3 の

間で短絡すると列 0/行 3 はゴースト・キーになります。 

ゴーストの解決方法は、一緒にプレスされる可能性が最も高い

3 つのキーの組み合わせを考慮してキーパッド・マトリクスの

レイアウトを選択することです。1 つの行または 1 つの列にわ

たって複数のキーがプレスされても、ゴーストが発生すること

はありません。キーをずらして同じ列にならないようにするこ

とによって、ゴーストを回避することもできます。よく行われ

ている方法は、同時にプレスされる可能性のあるキーを同じ行

あるいは同じ列に置くことです。同時にプレスされる可能性の

あるキーのいくつかの例を下記に示します。 

• セレクト・キー と ナビゲーション・キーの組み合わせ 
• スペース・バー と ナビゲーション・キーの組み合わせ 
• CTRL + ALT + DEL のようなリセット組み合わせキー 

 

http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
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GPI 入力 
10 本の I/O 線は、それぞれ GPIO_INP_EN_A と 
GPIO_INP_EN_B レジスタ（レジスタ 0x29 と レジスタ 0x2A）

を使って汎用ロジック入力線として設定できます。GPIO 線は入

力と出力の両方とも同時に行えるように設定できます。図 15 は、

GPI スキャン、検索ブロックとその関連する制御信号とステー

タス信号の詳細を示します。 
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図 15. GPI スキャン＆検出ブロック 

各 GPI の電流入力状態は、GPI_STATUS_x レジスタ(レジスタ 
0x15 と レジスタ 0x16)を使用して読出すことができます。各

GPI は、GPI_INTERRUPT_EN_x レジスタ（レジスタ 0x1F と レ
ジスタ 0x20）によって割込みを生成するように設定できます。

割込みステータスは、GPI_INT_STAT_x レジスタ（レジスタ 
0x13 と レジスタ 0x14）に格納されます。GPI 割込みは、

GPI_INT_LEVEL_x レジスタ（レジスタ 0x1B と レジスタ 
0x1C）を設定する事により、立上がりエッジまたは立下りエッ

ジでトリガーされるように設定できます。いずれかの GPI 割込

みがトリガーされると、マスタ GPI_INT 割込みビット(レジスタ 
0x01、ビット 1)もトリガーされます。図 16.に、シングル GPI
と、その対応するステータス・ビットおよび割込みステータ

ス・ビットへの影響を示します。 
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図 16. 単一 GPI の例 

GPI は、GPI_EVENT_EN_x レジスタ （レジスタ 0x1D とレジス

タ  0x1E）によって FIFO イベントを生成するように設定できま

す。このモードの GPI は、GPI_INT 割込みを生成しません。代

わりに、それらは EVENT_INT 割込み（レジスタ 0x01、ビット 
0）を生成します。図 17 は、いくつかの GPI 線と、FIFO および

イベント・カウント、EC[4:0]に対するその影響を示します。 
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図 17.複数 GPI の例 

GPI スキャナは、レベル変化を検出するまでアイドル状態です。

次に GPI スキャナは、GPI 入力をスキャンし、それに応じて更

新を行います。更新後、GPI スキャナは直ちにアイドル状態に

戻ります；キー・スキャナのようにスキャン/待機を行いません。

このため、GPI スキャナは、70μs（typ）の入力デバウンス・フ

ィルタを通過後、狭いパルスの両エッジを検出できます。 

GPO 出力 
10 本の I/O 線は、それぞれ GPIO_OUT_EN_A と 
GPIO_OUT_EN_B レジスタ (レジスタ 0x27 と レジスタ  0x28)を
使用して汎用出力（GPO）線として設定できます。GPIO 線を入

力と出力の両方を同時に行えるように設定できます（I/O 構造の

詳細図については図 5 を参照）。GPO の設定と使い方を、

GPO_DATA_OUT_x と GPO_OUT_MODE_x レジスタ (レジスタ 
0x23 ～ レジスタ 0x26)にプログラムします。詳細については、

レジスタの詳細説明セクションを参照してください。 
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ロジック・ブロック 

ADP5586の入/出力線の一部は、共通ロジック機能を実行する

ための入出力として使用する事ができます。  

入出力ピン R1、R2、R3 はロジック・ブロックの入力として使

用でき、入出力ピン R0 は出力として使用できます。入力線 R1、
R2、R3 を使用する時は、入力を許可するために

GPIO_4_INP_EN ビット、GPIO_3_INP_EN ビット、 
GPIO_2_INP_EN ビット （レジスタ 0x29、ビット[3:1]）をイネ

ーブルにする必要があります。 R0 ピンをロジック・ブロック

の出力として使用する時は、GPIO_1_OUT_EN ビット （レジス

タ 0x27、ビット 0）をイネーブルする必要があります。  

ロジック・ブロックからの出力は割込みを生成するために設定

できます。又、それらは FIFO に関するイベントを生成するた

めに設定する事もできます。 

図 19 はロジック・ブロックの内部構造の詳細回路ですが、実行

する事ができる可能なロジック機能を示しています。  
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図 18. ロジック・ブロックの概要 
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図 19. ロジック・ブロックの内部構造 
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リセット・ブロック 

ADP5586は、特定のイベントが同時に検出された場合にリセッ

ト条件を生成できるリセット・ブロックを備えています。

RESET_OUTには、最大 3つのリセット・トリガー・イベントを

設定できます。 イベント・スキャン制御ブロックは

RESET_TRIG_TIME[3:0] （レジスタ 0x2E、 ビット[5:2]）の期間

中にこれらのイベントが存在するかどうかを監視します。もし

イベントが存在した場合は、リセット開始信号がリセット・ジ

ェネレータ・ブロックへ送信されます。生成されるリセット信

号のパルス幅はプログラマブルです。 

RESET_PULSE_WIDTH[1:0]

RESET_TRIG_TIME[3:0]
RESET_EVENT_A[7:0]
RESET_EVENT_B[7:0]
RESET_EVENT_C[7:0]

RST_PASSTHRU_EN
RST

(R4)
RESET_OUT

RESET_
INITIATE RESET

GENKEY
SCAN

CONTROL

GPI
SCAN

CONTROL

LOGIC
BLOCK

CONTROL

11
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8-
02

0

 
図 20. リセット・ブロック 

RESET_OUT 信号は、その出力として I/O ピン R4 を使用します

が、出力機能を有効にするためには GPIO_5_OUT_EN ビット 
（レジスタ 0x27、ビット 4）を介して設定する必要があります。

パス・スルー・モードを使用すれば、RSTピンを R4 ピンに出力

することもできます。 

リセット生成信号は、システム・プロセッサが動かなくなり、

システムが入力イベントに応答しない時に役に立ちます。ユー

ザは、リセット・イベントの組み合わせの 1 つをプレスして、

システム全体のリセットを開始できます。これによって、シス

テムからバッテリを取り除いてハード・リセットを実行しなけ

ればならない必要性が減ります。  

直接のトリガータイム設定（表 55 を参照）は非常に少ないノ

イズ条件でのみ使用する事をお勧めします；さもないと誤った

トリガーが起こる可能性があります。 

割込み 

いずれかの内部割込みソースがアクティブである場合、INTピ
ンをローレベルにアサートすることができます。ユーザは外部

割込みピンと交信する内部割みをレジスタ 0x3E (表 71 を参照)
の中で選べます。ユーザはレジスタ 0x3D を使って外部割込み

ピンをアサートされた状態のままするか、（複数の内部割込み

がアサートされ、１つの内部割込みがクリアされた場合のよう

に）50 µs の間アサートを解除した後再びアサートするかを選択

できます。（表 70 を参照） 

EVENT_INT
EVENT_IEN

INT DRIVE INT

INT_CFG

GPI_INT
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図 21. INTをローレベルにアサート 
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パルス・ジェネレータ 

 ADP5586にはインジケータの LED 駆動信号、ウォッチドッ

グ・タイマー、その他長時間パルス駆動のアプリケーションに

利用できる 2 個のパルス・ジェネレータが含まれています。

ADP5586 は  オン時間と発生パルスの周期を 8 ビットで定義がで

きます。長い時間のタイミングを可能にするために、ユーザは

1 ms クロックと 125 ms クロックのどちらかを選び、これらのタ

イマーをインクリメントさせる事ができます。 2 個のパルス・

ジェネレータの周期は PULSE_GEN_1_PERIOD と 
PULSE_GEN_2_PERIOD レジスタ (それぞれレジスタ 0x30 と レ
ジスタ 0x33)を使って指定します。 PULSE_GEN_CONFIG レジス

タ （レジスタ 0x35、 ビット 1 と ビット 5）でクロック周期

125 ms を選択するとパルス・ジェネレータの周期を 31.875 秒ま

で設定が可能になります。  PULSE_GEN_x_ON_CLK ビットを

ステップサイズ 125 ms に設定して、PULSE_GEN_x_PRD_CLK 
ビットをステップサイズ 1 ms に設定する事はできません。 

アクティブ・ローのアプリケーションに対応するために、

PULSE_GEN_CONFIG レジスタの中のビット 7 とビット

3(PULSE_GEN_x_INV)を使い信号反転を設定する事ができます。

チャンネル間で同期するオフセットを作成するために遅延を導

入する事ができます。 もし両方のチャンネルが同時にイネーブ

ル（すなわち、同じ I2C の書込みからイネーブルされる）にな

る場合、遅延の差はチャンネル間のオフセットになります。 も
し１チャンネルがアクティブの状態で遅延を同期させる場合、

ユーザは同じ I2C 書込み命令で両方のパルス・ジェネレータを

イネーブルにする前にまず両方のパルス・ジェネレータをディ

スエーブルにする必要があります。遅延カウンタは周期カウン

タと同じクロック選択を使います。詳細については、表 56～
表 61 を参照してください。C1 そして/あるいは C0 のパルス・

ジェネレータ出力をイネーブルにするには GPIO_8_OUT_EN ビ
ットそして/あるいは GPIO_7_OUT_EN ビット (レジスタ 0x28、
ビット[1:0])をイネーブルにする必要があります。  
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図 22. パルス・ジェネレータ・ブロック図 
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図 23. パルス・ジェネレータのタイミング例 
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レジスタ・インターフェース 
ADP5586 のレジスタは、I2C 互換シリアル・インターフェース

経由でアクセスします。このインターフェースは、最大 1 MHz
のクロック周波数まで対応できます。ユーザが FIFO またはキ

ー・イベント・カウンタ（KEC）にアクセスしている時は、

FIFO/KEC の更新が一時停止します。クロック周波数がかなり

低いと、イベントをタイムリーに記録できないことがあります。

I2C の読書きには I2C の数サイクルが必要であるため、FIFO ま

たは KEC の更新は割込みがアサートされてから最大 23 μs 後に

行うことができます。この遅延がユーザに問題にならないよう

にしてください。 

図 24 に、内部レジスタを設定する代表的な書込みシーケンスを

示します。 このサイクルはスタート条件で開始し、その後 7 ビ

ットのデバイス・アドレス（ADP5586は 0x34）が続き、さらに

（書込みサイクルのために 0 に設定された）R/Wビットが続き

ます。ADP5586は、データ線をローレベルにして、アドレス・

バイトをアクノリッジします。データを書込むレジスタのアド

レスが次に送信されます。ADP5586は、データ線をローレベル

にして、レジスタのポインタ・バイトをアクノリッジします。

次に書込むデータバイトが送信されます。ADP5586は、データ

線をローレベルにして、データバイトをアクノリッジします。

このシーケンスは、ストップ条件で完了します。 

図 25 は、内部レジスタを設定するための代表的な複数バイト書

込みシーケンスです。 このサイクルはスタート条件で開始し、

その後 7 ビットのデバイス・アドレス（0x34）が続き、  

さらに（書込みサイクルのために 0 に設定された）R/Wビット

が続きます。ADP5586 は、データ線をローレベルにして、アド

レス・バイトをアクノリッジします。 データを書込むレジスタ

のアドレスが次に送信されます。ADP5586 は、データ線をロー

レベルにして、レジスタのポインタ・バイトをアクノリッジし

ます。書き込むデータバイトが次に送信されます。ADP5586 は、

データ線をローレベルにして、データバイトをアクノリッジし

ます。その後次のデータバイトを書込むためにポインタ・アド

レスがインクリメントし、N データバイトまで書込みます。

ADP5586 は、各バイト後にデータ線をローレベルにし、ストッ

プ条件でこのシーケンスが完了します。 

図 26 は、内部レジスタを読出すための代表的なバイト読出しシ

ーケンスです。 
 このサイクルはスタート条件で開始し、その後 7 ビットのデバ

イス・アドレスが続き、さらに（書込みサイクルのために 0 に

設定された）R/W ビットが続きます。ADP5586は、データ線を

ローレベルにして、アドレス・バイトをアクノリッジします。

データを読出すレジスタのアドレスが次に送信されます。

ADP5586は、データ線をローレベルにして、レジスタのポイン

タ・バイトをアクノリッジします。スタート条件が繰り返され、

その後 7 ビットのデバイス・アドレス（0x34）が続き、さらに

（読出しサイクルのために 1 に設定された）R/Wビットが続き

ます。ADP5586は、データ線をローレベルにして、アドレス・

バイトをアクノリッジします。次に、8 ビット・データが読出

されます。ホストはデータ線をハイレベルにし（ノー・アクノ

レッジ）、ストップ条件でこのシーケンスが完了します。  
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図 24. I2C 単一バイト書込みシーケンス 
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図 25. I2C 複数バイト書込みシーケンス 
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図 26. I2C 単一バイト読出しシーケンス 
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図 27 は、内部レジスタを読出すための代表的な複数バイト読出

しシーケンスです。 
このサイクルはスタート条件で開始し、その後 7 ビットのデバ

イス・アドレス(0x34)が続き、さらに（書込みサイクルのため

に 0 に設定された）R/W ビットが続きます。ADP5586は、デー

タ線をローレベルにして、アドレス・バイトをアクノリッジし

ます。データを読出すレジスタのアドレスが次に送信されます。

ADP5586   は、データ線をローレベルにして、レジスタのポイ

ンタ・バイトをアクノリッジします。  スタート条件が繰り返さ

れ、その後 7 ビットのデバイス・アドレス（0x34）が続き、さ

らに（読出しサイクルのために 1 に設定された）R/Wビットが

続きます。ADP5586は、データ線をローレベルにして、アドレ

ス・バイトをアクノリッジします。次に、8 ビット・データが

読出されます。その後次のデータバイトを読出すためにポイン

タ・アドレスがインクリメントし、ホストは各バイトで N デー

タバイトが読出されるまでデータ線をロー・レベル（マスタ・

アクノレッジ）にし続けます。最後のバイトが読出された後、

ホストはデータ線をハイレベルにし（ノー・アクノレッジ）、

ストップ条件でこのシーケンスが完了します。 
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図 27. I2C 複数バイト読出しシーケンス 
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レジスタ・マップ 

表 7.  
Reg 
Addr 

Register 
Name R/W1 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 

0x00 ID R MAN_ID REV_ID 
0x01 INT_STATUS R/W Reserved LOGIC_INT Reserved OVRFLOW_

INT 
GPI_INT EVENT_INT 

0x02 Status R Reserved LOGIC_ 
STAT 

Reserved EC[4:0] 

0x03 FIFO_1 R EVENT1_STATE EVENT1_IDENTIFIER[6:0] 
0x04 FIFO_2 R EVENT2_STATE EVENT2_IDENTIFIER[6:0] 
0x05 FIFO_3 R EVENT3_STATE EVENT3_IDENTIFIER[6:0] 
0x06 FIFO_4 R EVENT4_STATE EVENT4_IDENTIFIER[6:0] 
0x07 FIFO_5 R EVENT5_STATE EVENT5_IDENTIFIER[6:0] 
0x08 FIFO_6 R EVENT6_STATE EVENT6_IDENTIFIER[6:0] 
0x09 FIFO_7 R EVENT7_STATE EVENT7_IDENTIFIER[6:0] 
0x0A FIFO_8 R EVENT8_STATE EVENT8_IDENTIFIER[6:0] 
0x0B FIFO_9 R EVENT9_STATE EVENT9_IDENTIFIER[6:0] 
0x0C FIFO_10 R EVENT10_STATE EVENT10_IDENTIFIER[6:0] 
0x0D FIFO_11 R EVENT11_STATE EVENT11_IDENTIFIER[6:0] 
0x0E FIFO_12 R EVENT12_STATE EVENT12_IDENTIFIER[6:0] 
0x0F FIFO_13 R EVENT13_STATE EVENT13_IDENTIFIER[6:0] 
0x10 FIFO_14 R EVENT14_STATE EVENT14_IDENTIFIER[6:0] 
0x11 FIFO_15 R EVENT15_STATE EVENT15_IDENTIFIER[6:0] 
0x12 FIFO_16 R EVENT16_STATE EVENT16_IDENTIFIER[6:0] 
0x13 GPI_INT_STAT_

A 
R Reserved GPI_6_INT GPI_5_INT GPI_4_INT GPI_3_INT GPI_2_INT GPI_1_INT 

0x14 GPI_INT_STAT_
B 

R Reserved GPI_11_INT GPI_10_INT GPI_9_INT GPI_8_INT GPI_7_INT 

0x15 GPI_STATUS_A R Reserved GPI_6_ 
STAT 

GPI_5_STAT GPI_4_STAT GPI_3_STAT GPI_2_STAT GPI_1_ 
STAT 

0x16 GPI_STATUS_B R Reserved GPI_11_STA
T 

GPI_10_STA
T 

GPI_9_STAT GPI_8_STAT GPI_7_STAT 

0x17 R_PULL_CONFIG
_A 

R/W R3_PULL_CFG R2_PULL_CFG R1_PULL_CFG R0_PULL_CFG 

0x18 R_PULL_CONFIG
_B 

R/W Reserved R5_PULL_CFG R4_PULL_CFG 

0x19 R_PULL_CONFIG
_C 

R/W C3_PULL_CFG C2_PULL_CFG C1_PULL_CFG C0_PULL_CFG 

0x1A R_PULL_CONFIG
_D 

R/W Reserved C4_PULL_CFG 

0x1B GPI_INT_LEVEL
_A 

R/W Reserved GPI_6_ 
INT_LEVEL 

GPI_5_ 
INT_LEVEL 

GPI_4_ 
INT_LEVEL 

GPI_3_ 
INT_LEVEL 

GPI_2_ 
INT_LEVEL 

GPI_1_ 
INT_LEVEL 

0x1C GPI_INT_LEVEL
_B 

R/W Reserved GPI_11_ 
INT_LEVEL 

GPI_10_ 
INT_LEVEL 

GPI_9_ 
INT_LEVEL 

GPI_8_ 
INT_LEVEL 

GPI_7_ 
INT_LEVEL 

0x1D GPI_EVENT_EN_
A 

R/W Reserved GPI_6_ 
EVENT_EN 

GPI_5_ 
EVENT_EN 

GPI_4_ 
EVENT_EN 

GPI_3_ 
EVENT_EN 

GPI_2_ 
EVENT_EN 

GPI_1_ 
EVENT_EN 

0x1E GPI_EVENT_EN_
B 

R/W Reserved GPI_11_ 
EVENT_EN 

GPI_10_ 
EVENT_EN 

GPI_9_ 
EVENT_EN 

GPI_8_ 
EVENT_EN 

GPI_7_ 
EVENT_EN 

0x1F GPI_INTERRUPT
_ 
EN_A 

R/W Reserved GPI_6_ 
INT_EN 

GPI_5_ 
INT_EN 

GPI_4_ 
INT_EN 

GPI_3_ 
INT_EN 

GPI_2_ 
INT_EN 

GPI_1_ 
INT_EN 

0x20 GPI_INTERRUPT
_ 
EN_B 

R/W Reserved GPI_11_ 
INT_EN 

GPI_10_ 
INT_EN 

GPI_9_ 
INT_EN 

GPI_8_ 
INT_EN 

GPI_7_ 
INT_EN 

0x21 DEBOUNCE_DIS
_A 

R/W Reserved GPI_6_ 
DEB_DIS 

GPI_5_ 
DEB_DIS 

GPI_4_ 
DEB_DIS 

GPI_3_ 
DEB_DIS 

GPI_2_ 
DEB_DIS 

GPI_1_ 
DEB_DIS 

0x22 DEBOUNCE_DIS
_B 

R/W Reserved GPI_11_ 
DEB_DIS 

GPI_10_ 
DEB_DIS 

GPI_9_ 
DEB_DIS 

GPI_8_ 
DEB_DIS 

GPI_7_ 
DEB_DIS 

0x23 GPO_DATA_ 
OUT_A 

R/W Reserved GPO_6_ 
DATA 

GPO_5_ 
DATA 

GPO_4_ 
DATA 

GPO_3_ 
DATA 

GPO_2_ 
DATA 

GPO_1_ 
DATA 

0x24 GPO_DATA_ 
OUT_B 

R/W Reserved GPO_11_ 
DATA 

GPO_10_ 
DATA 

GPO_9_ 
DATA 

GPO_8_ 
DATA 

GPO_7_ 
DATA 

0x25 GPO_OUT_ 
MODE_A 

R/W Reserved GPO_6_ 
OUT_MODE 

GPO_5_ 
OUT_MODE 

GPO_4_ 
OUT_MODE 

GPO_3_ 
OUT_MODE 

GPO_2_ 
OUT_MODE 

GPO_1_ 
OUT_MODE 

0x26 GPO_OUT_ 
MODE_B 

R/W Reserved GPO_11_ 
OUT_MODE 

GPO_10_ 
OUT_MODE 

GPO_9_ 
OUT_MODE 

GPO_8_ 
OUT_MODE 

GPO_7_ 
OUT_MODE 
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Reg 
Addr 

Register 
Name R/W1 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 

0x27 GPIO_OUT_EN_
A 

R/W Reserved GPIO_6_ 
OUT_EN 

GPIO_5_ 
OUT_EN 

GPIO_4_ 
OUT_EN 

GPIO_3_ 
OUT_EN 

GPIO_2_ 
OUT_EN 

GPIO_1_ 
OUT_EN 

0x28 GPIO_OUT_EN_
B 

R/W Reserved GPIO_11_ 
OUT_EN 

GPIO_10_ 
OUT_EN 

GPIO_9_ 
OUT_EN 

GPIO_8_ 
OUT_EN 

GPIO_7_ 
OUT_EN 

0x29 GPIO_INP_EN_A R/W Reserved GPIO_6_ 
INP_EN 

GPIO_5_ 
INP_EN 

GPIO_4_ 
INP_EN 

GPIO_3_ 
INP_EN 

GPIO_2_ 
INP_EN 

GPIO_1_ 
INP_EN 

0x2A GPIO_INP_EN_B R/W Reserved GPIO_11_ 
INP_EN 

GPIO_10_ 
INP_EN 

GPIO_9_ 
INP_EN 

GPIO_8_ 
INP_EN 

GPIO_7_ 
INP_EN 

0x2B RESET_EVENT_
A 

R/W RESET_EVENT_ 
A_LEVEL 

RESET_EVENT_A, Bits[6:0] 

0x2C RESET_EVENT_
B 

R/W RESET_EVENT_ 
B_LEVEL 

RESET_EVENT_B, Bits[6:0] 

0x2D RESET_EVENT_
C 

R/W RESET_EVENT_ 
C_LEVEL 

RESET_EVENT_C, Bits[6:0] 

0x2E RESET_CFG R/W RESET_POL RST
_PASSTH
RU_EN 

RESET_TRIG_TIME, Bits[3:0] RESET_PULSE_WIDTH, 
Bits[1:0] 

0x2F PULSE_GEN_1_ 
DELAY 

R/W PULSE_GEN_1_DELAY, Bits[7:0] 

0x30 PULSE_GEN_1_ 
PERIOD 

R/W PULSE_GEN_1_PERIOD, Bits[7:0] 

0x31 PULSE_GEN_1_ 
ON_TIME 

R/W PULSE_GEN_1_ON_TIME, Bits[7:0] 

0x32 PULSE_GEN_2_ 
DELAY 

R/W PULSE_GEN_2_DELAY, Bits[7:0] 

0x33 PULSE_GEN_2_ 
PERIOD 

R/W PULSE_GEN_2_PERIOD, Bits[7:0] 

0x34 PULSE_GEN_2_ 
ON_TIME 

R/W PULSE_GEN_2_ON_TIME, Bits[7:0] 

0x35 PULSE_GEN_ 
CONFIG 

R/W PULSE_ 
GEN_1_INV 

PULSE_ 
GEN_1_ 
ON_CLK 

PULSE_ 
GEN_1_ 
PRD_CLK 

PULSE_ 
GEN_1_EN 

PULSE_ 
GEN_2_INV 

PULSE_ 
GEN_2_ 
ON_CLK 

PULSE_ 
GEN_2_ 
PRD_CLK 

PULSE_ 
GEN_2_EN 

0x36 LOGIC_CFG R/W Reserved LY_INV LC_INV LB_INV LA_INV LOGIC_SEL, Bits[2:0] 
0x37 LOGIC_FF_CFG R/W Reserved FF_SET FF_CLR 
0x38 LOGIC_INT_ 

EVENT_EN 
R/W Reserved LY_DBNC_ 

DIS 
LOGIC_ 
EVENT_EN 

LOGIC_ 
INT_LEVEL 

0x39 POLL_TIME_CF
G 

R/W Reserved PRECHARG
E_TIME 

Reserved KEY_POLL_TIME, Bits[1:0] 

0x3A PIN_CONFIG_A R/W Reserved R5_CONFIG R4_CONFIG R3_CONFIG R2_CONFIG R1_CONFIG R0_CONFIG 
0x3B PIN_CONFIG_B R/W Reserved C4_CONFIG C3_CONFIG C2_CONFIG C1_CONFIG C0_CONFIG 
0x3C PIN_CONFIG_C R/W PULL_SELECT C0_EXTE

ND_CFG 
R4_EXTEND
_CFG 

C1_EXTEND
_ 
CFG 

R3_EXTEND
_CFG 

Reserved R0_ 
EXTEND_ 
CFG 

0x3D GENERAL_CFG R/W OSC_EN OSC_FREQ, Bits[1:0] Reserved SW_RESET INT_CFG RST_CFG 
0x3E INT_EN R/W Reserved LOGIC_IEN Reserved OVRFLOW_ 

IEN 
GPI_IEN EVENT_IEN 

 
1 R は読出しを意味し、W は書込みを意味し、R/W は読出し/書込みを意味します。 
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レジスタの詳細説明 

特に指定がない限り、すべてのレジスタはデフィルト値の 0000 0000 に設定されます。 

ID、レジスタ 0x00 

デフォルト:0011 XXXX （ここで X = don’t care） 

表 8. ID  ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:4] MAN_ID Read only メーカーID、デフォルト= 0011。 
[3:0] REV_ID Read only レビジョン ID。 

INT_STATUS、レジスタ 0x01 

表 9. INT_STATUS ビットの説明  
Bits Bit Name Access Description1 
[7:5] Reserved Reserved 予約済み。 
4 LOGIC_INT Read/write 0 = 割込みなし。 
   1 = 一般的なロジック条件による割込み。 
3 Reserved Reserved 予約済み。 
2 OVERFLOW_INT Read/write 0 = 割込みなし。 
   1 = オーバーフロー条件による割込み。 
1 GPI_INT Read/write このビットは、FIFO とイベント・カウントの更新に設定された GPI では設定されませ

ん。 
   このビットは、すべての GPI_x_INT ビットがクリアされるまでクリアすることはできま

せん。 
   0 = 割込みなし。 
   1 = 一般的な GPI 条件による割込み。 
0 EVENT_INT Read/write 0 = 割込みなし。 
   1 = キー・イベント（プレス／リリース）、GPI イベント（GPI は FIFO 更新に設定）、ま

たはロジック・イベント（FIFO 更新に設定）による割込み。 
 
1  割込みビットはフラッグに 1 を書込む事によりクリアされます；0 の書込みあるいはフラッグの読出しは影響しません。 

ステータス、レジスタ 0x02 
表 10. ステータス ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 Reserved Reserved 予約済み。 
6 LOGIC_STAT Read only 0 = ロジック・ブロックからの出力（LY）はローレベルです。  
   1 = ロジック・ブロックからの出力（LY）はハイレベルです。 
5 Reserved Reserved 予約済み 
[4:0] EC[4:0] Read only イベント・カウント値。FIFO に現在格納されているイベント数を表示します。 

FIFO_1、レジスタ 0x03 

表 11. FIFO_1 ビットの説明  
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT1_STATE Read only このビットは EVENT1_IDENTIFIER[6:0]ビットに記録されたイベントの状態を示します。 
   イベント 1～イベント 36 のキー・イベント場合、次の設定を使います： 
   1 = キーがプレスされている。 
   0 = キーがリリースされている。 
   GPI およびイベント 37 ～イベント 48 のロジック・イベントの場合、次の設定を使いま

す： 
   1 = GPI/ロジックはアクティブです。 
   0 = GPI/ロジックは非アクティブです。 
   イベント 37 ～イベント 48 のアクティブ／非アクティブ状態はプログラマブルです。  
[6:0] EVENT1_IDENTIFIER

[6:0] 
Read only ピンのイベント識別子を含みます。イベント・デコーディング情報については表 12 を参

照してください。 
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表 12. イベント・デコーディング 
Event No. Meaning Event No. Meaning 
0 No event 25 Key 25 (R4, C4) 
1 Key 1 (R0, C0) 26 Key 26 (R5, C0) 
2 Key 2 (R0, C1) 27 Key 27 (R5, C1) 
3 Key 3 (R0, C2) 28 Key 28 (R5, C2) 
4 Key 4 (R0, C3) 29 Key 29 (R5, C3) 
5 Key 5 (R0, C4) 30 Key 30 (R5, C4) 
6 Key 6 (R1, C0) 31 Key 31 (R0, GND) 
7 Key 7 (R1, C1) 32 Key 32 (R1, GND) 
8 Key 8 (R1, C2) 33 Key 33 (R2, GND) 
9 Key 9 (R1, C3) 34 Key 34 (R3, GND) 
10 Key 10 (R1, C4) 35 Key 35 (R4, GND) 
11 Key 11 (R2, C0) 36 Key 36 (R5, GND) 
12 Key 12 (R2, C1) 37 GPI 1 (R0) 
13 Key 13 (R2, C2) 38 GPI 2 (R1) 
14 Key 14 (R2, C3) 39 GPI 3 (R2) 
15 Key 15 (R2, C4) 40 GPI 4 (R3) 
16 Key 16 (R3, C0) 41 GPI 5 (R4) 
17 Key 17 (R3, C1) 42 GPI 6 (R5) 
18 Key 18 (R3, C2) 43 GPI 7 (C0) 
19 Key 19 (R3, C3) 44 GPI 8 (C1) 
20 Key 20 (R3, C4) 45 GPI 9 (C2) 
21 Key 21 (R4, C0) 46 GPI 10 (C3) 
22 Key 22 (R4, C1) 47 GPI 11 (C4) 
23 Key 23 (R4, C2) 48 Logic 
24 Key 24 (R4, C3) 49 ～ 127 未使用 

FIFO_2、レジスタ 0x04 

表 13. FIFO_2 ビットの説明  
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT2_STATE Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
[6:0] EVENT2_IDENTIFIER[6:0] Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 

FIFO_3、レジスタ 0x05 

表 14. FIFO_3 ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT3_STATE Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
[6:0] EVENT3_IDENTIFIER[6:0] Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 

FIFO_4、 レジスタ 0x06 

表 15. FIFO_4 ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT4_STATE Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
[6:0] EVENT4_IDENTIFIER[6:0] Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 

FIFO_5、レジスタ 0x07 

表 16. FIFO_5 ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT5_STATE Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
[6:0] EVENT5_IDENTIFIER[6:0] Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
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FIFO_6、 レジスタ 0x08 

表 17. FIFO_6 ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT6_STATE Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
[6:0] EVENT6_IDENTIFIER[6:0] Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 

FIFO_7、レジスタ 0x09 

表 18. FIFO_7 ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT7_STATE Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
[6:0] EVENT7_IDENTIFIER[6:0] Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 

FIFO_8、レジスタ 0x0A 

表 19. FIFO_8 ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT8_STATE Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
[6:0] EVENT8_IDENTIFIER[6:0] Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 

FIFO_9、レジスタ 0x0B 

表 20. FIFO_9 ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT9_STATE Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
[6:0] EVENT9_IDENTIFIER[6:0] Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 

FIFO_10、レジスタ 0x0C 

表 21. FIFO_10 ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT10_STATE Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
[6:0] EVENT10_IDENTIFIER[6:0] Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 

FIFO_11、レジスタ 0x0D 

表 22.FIFO_11 ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT11_STATE Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
[6:0] EVENT11_IDENTIFIER[6:0] Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 

FIFO_12、レジスタ 0x0E 

表 23.FIFO_12 ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT12_STATE Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
[6:0] EVENT12_IDENTIFIER[6:0] Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 

FIFO_13、レジスタ 0x0F 

表 24.FIFO_13 ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT13_STATE Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
[6:0] EVENT13_IDENTIFIER[6:0] Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
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FIFO_14、レジスタ 0x10 

表 25. FIFO_14 ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT14_STATE Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
[6:0] EVENT14_IDENTIFIER[6:0] Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 

FIFO_15、レジスタ 0x11 

表 26. FIFO_15 ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT15_STATE Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
[6:0] EVENT15_IDENTIFIER[6:0] Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 

FIFO_16、レジスタ 0x12 

表 27. FIFO_16 ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 EVENT16_STATE Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 
[6:0] EVENT16_IDENTIFIER[6:0] Read only ビットの説明は表 11 を参照してください。 

GPI_INT_STAT_A、レジスタ 0x13 

表 28. GPI_INT_STAT_A ビットの説明  
Bits Bit Name Access Description 
[7:6] Reserved Reserved 予約済み。 
5 GPI_6_INT Read only 0 = 割込みなし。 

1 = GPI 6（R5 ピン）による割込み。読出し時にクリア。 
4 GPI_5_INT Read only 0 = 割込みなし。 

1 = GPI 5（R4 ピン）による割込み。読出し時にクリア。 
3 GPI_4_INT Read only 0 = 割込みなし。 

1 = GPI 4（R3 ピン）による割込み。読出し時にクリア。 
2 GPI_3_INT Read only 0 = 割込みなし。 

1 = GPI 3（R2 ピン）による割込み。読出し時にクリア。 
1 GPI_2_INT Read only 0 = 割込みなし。 

1 = GPI 2（R1 ピン）による割込み。読出し時にクリア。 
0 GPI_1_INT Read only  0 = 割込みなし。 

1 = GPI 1（R0 ピン）による割込み。読出し時にクリア。 

GPI_INT_STAT_B、レジスタ 0x14 

表 29. GPI_INT_STAT_B ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:5] Reserved Reserved 予約済み。 
4 GPI_11_INT Read only 0 = 割込みなし。 
   1 = GPI 11（C4 ピン）による割込み。読出し時にクリア。 
3 GPI_10_INT Read only 0 = 割込みなし。 
   1 = GPI 10（C3 ピン）による割込み。読出し時にクリア。 
2 GPI_9_INT Read only 0 = 割込みなし。 
   1 = GPI 9（C2 ピン）による割込み。読出し時にクリア。 
1 GPI_8_INT Read only 0 = 割込みなし。 
   1 = GPI 8（C1 ピン）による割込み。読出し時にクリア。 
0 GPI_7_INT Read only 0 = 割込みなし。 
   1 = GPI 7（C0 ピン）による割込み。読出し時にクリア。 



データシート ADP5586 
 

Rev. 0 | Page 25 of 44 

GPI_STATUS_A、レジスタ 0x15 

表 30. GPI_STATUS_A ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:6] Reserved Reserved 予約済み。 
5 GPI_6_STAT Read only 0 = GPI 6 (R5 ピン) はローレベルです。 
   1 = GPI 6 (R5 ピン) はハイレベルです。 
4 GPI_5_STAT Read only 0 = GPI 5 (R4 ピン) は ローレベルです。 
   1 = GPI 5 (R4 ピン) はハイレベルです。 
3 GPI_4_STAT Read only 0 = GPI 4 (R5 ピン) はローレベルです。 
   1 = GPI 4 (R5 ピン) はハイレベルです。 
2 GPI_3_STAT Read only 0 = GPI 3 (R2 ピン) はローレベルです。 
   1 = GPI 3 (R2 ピン) はハイレベルです。 
1 GPI_2_STAT Read only 0 = GPI 2 (R1 ピン) はローレベルです。 
   1 = GPI 2 (R1 ピン) はハイレベルです。 
0 GPI_1_STAT Read only 0 = GPI 1 (R0 ピン) はローレベルです。 
   1 = GPI 1 (R0 ピン) はハイレベルです。 

GPI_STATUS_B、レジスタ 0x16 

表 31. GPI_STATUS_B ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:5] Reserved Reserved 予約済み。 
4 GPI_11_STAT Read only 0 = GPI 11 (C4 ピン) はローレベルです。 
   1 = GPI 11 (C4 ピン) はハイレベルです。 
3 GPI_10_STAT Read only 0 = GPI 10 (C3 ピン) はローレベルです。 
   1 = GPI 10 (C3 ピン) はハイレベルです。 
2 GPI_9_STAT Read only 0 = GPI 9 (C2 ピン) はローレベルです。 
   1 = GPI 9 (C2 ピン) はハイレベルです。 
1 GPI_8_STAT Read only 0 = GPI 8 (C1 ピン) はローレベルです。 
   1 = GPI 8 (C1 ピン) はハイレベルです。 
0 GPI_7_STAT Read only 0 = GPI 7 (C0 ピン) はローレベルです。 
   1 = GPI 7 (C0 ピン) はハイレベルです。 
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R_PULL_CONFIG_A、レジスタ 0x17 
デフォルト= 0101 0101 

表 32. R_PULL_CONFIG_A ビットの説明  
Bits Bit Name Access Description 
[7:6] R3_PULL_CFG Read/write 00 = 300 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 

01 = 300 kΩ プルダウン抵抗をイネーブル。 
10 = 100 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
11 = すべてのプルアップ/プルダウン抵抗をディスエーブル。 

[5:4] R2_PULL_CFG Read/write 00 = 300 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
01 = 300 kΩ プルダウン抵抗をイネーブル。 
10 = 100 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
11 = すべてのプルアップ/プルダウン抵抗をディスエーブル。 

[3:2] R1_PULL_CFG Read/write 00 = 300 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
01 = 300 kΩ プルダウン抵抗をイネーブル。 
10 = 100 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
11 = すべてのプルアップ/プルダウン抵抗をディスエーブル。 

[1:0] R0_PULL_CFG Read/write 00 = 300 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
01 = 300 kΩ プルダウン抵抗をイネーブル。 
10 = 100 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
11 = すべてのプルアップ/プルダウン抵抗をディスエーブル。 

R_PULL_CONFIG_B、レジスタ 0x18 
デフォルト= 0000 0101 

表 33. R_PULL_CONFIG_B ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:4] Reserved Reserved 予約済み。 
[3:2] R5_PULL_CFG Read/write ADP5586ACBZ-01-R7 オプションを除き予約済み 

00 = 300 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
01 = 300 kΩ プルダウン抵抗をイネーブル。 
10 = 100 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
11 = すべてのプルアップ/プルダウン抵抗をディスエーブル。 

[1:0] R4_PULL_CFG Read/write 00 = 300 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
01 = 300 kΩ プルダウン抵抗をイネーブル。 
10 = 100 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
11 = すべてのプルアップ/プルダウン抵抗をディスエーブル。 

R_PULL_CONFIG_C、レジスタ 0x19 
デフォルト= 0101 0001 

表 34. R_PULL_CONFIG_C ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:6] C3_PULL_CFG Read/write 00 = 300 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 

01 = 300 kΩ プルダウン抵抗をイネーブル。 
10 = 100 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
11 = すべてのプルアップ/プルダウン抵抗をディスエーブル。 

[5:4] C2_PULL_CFG Read/write 00 = 300 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
01 = 300 kΩ プルダウン抵抗をイネーブル。 
10 = 100 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
11 = すべてのプルアップ/プルダウン抵抗をディスエーブル。 

[3:2] C1_PULL_CFG Read/write 00 = 300 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
01 = 300 kΩ プルダウン抵抗をイネーブル。 
10 = 100 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
11 = すべてのプルアップ/プルダウン抵抗をディスエーブル。 

[1:0] C0_PULL_CFG Read/write 00 = 300 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
01 = 300 kΩ プルダウン抵抗をイネーブル。 
10 = 100 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
11 = すべてのプルアップ/プルダウン抵抗をディスエーブル。 
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R_PULL_CONFIG_D、レジスタ 0x1A 
デフォルト= 0000 0001 

表 35. R_PULL_CONFIG_D ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:2] Reserved Reserved 予約済み。 
[1:0] C4_PULL_CFG Read/write 00 = 300 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
   01 = 300 kΩ プルダウン抵抗をイネーブル。 
   10 = 100 kΩ プルアップ抵抗をイネーブル。 
   11 = すべてのプルアップ/プルダウン抵抗をディスエーブル。 

GPI_INT_LEVEL_A、レジスタ 0x1B 

表 36. GPI_INT_LEVEL_A ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:6] Reserved Reserved 予約済み。 
5 GPI_6_INT_LEVEL Read/write 0 = GPI 6 割込みはアクティブ・ローです（GPI_6_INT は R5 がローになるたびに設定されます）。 
   1 = GPI 6 割込みはアクティブ・ハイです（GPI_6_INT は R5 がハイになるたびに設定されます）。 
4 GPI_5_INT_LEVEL Read/write 0 = GPI 5 割込みはアクティブ・ローです（GPI_5_INT は R4 がローになるたびに設定されます）。 
   1 = GPI 5 割込みはアクティブ・ハイです（GPI_5_INT は R4 がハイになるたびに設定されます）。 
3 GPI_4_INT_LEVEL Read/write 0 = GPI 4 割込みはアクティブ・ローです（GPI_4_INT は R3 がローになるたびに設定されます）。 
   1 = GPI 4 割込みはアクティブ・ハイです（GPI_4_INT は R3 がハイになるたびに設定されます）。 
2 GPI_3_INT_LEVEL Read/write 0 = GPI 3 割込みはアクティブ・ローです（GPI_3_INT は R2 がローになるたびに設定されます）。 
   1 = GPI 3 割込みはアクティブ・ハイです（GPI_3_INT は R2 がハイになるたびに設定されます）。 
1 GPI_2_INT_LEVEL Read/write 0 = GPI 2 割込みはアクティブ・ローです（GPI_2_INT は R1 がローになるたびに設定されます）。 
   1 = GPI 2 割込みはアクティブ・ハイです（GPI_2_INT は R1 がハイになるたびに設定されます）。 
0 GPI_1_INT_LEVEL Read/write 0 = GPI 1 割込みはアクティブ・ローです（GPI_1_INT は R0 がローになるたびに設定されます）。 
   1 = GPI 1 割込みはアクティブ・ハイです（GPI_1_INT は R0 がハイになるたびに設定されます）。 

GPI_INT_LEVEL_B、レジスタ 0x1C 

表 37.GPI_INT_LEVEL_B ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:5] Reserved Reserved 予約済み。 
4 GPI_11_INT_LEVEL Read/write 0 = GPI 11 割込みはアクティブ・ローです（GPI_11_INT は R10 がローになるたびに設定されま

す）。 
   1 = GPI 11 割込みはアクティブ・ハイです（GPI_11_INT は R10 がハイになるたびに設定されま

す）。 
3 GPI_10_INT_LEVEL Read/write 0 = GPI 10 割込みはアクティブ・ローです（GPI_10_INT は R9 がローになるたびに設定されます）。 
   1 = GPI 10 割込みはアクティブ・ハイです（GPI_10_INT は R9 がハイになるたびに設定されます）。 
2 GPI_9_INT_LEVEL Read/write 0 = GPI 9 割込みはアクティブ・ローです（GPI_9_INT は R8 がローになるたびに設定されます)。 
   1 = GPI 9 割込みはアクティブ・ハイです（GPI_9_INT は R8 がハイになるたびに設定されます)。 
1 GPI_8_INT_LEVEL Read/write 0 = GPI 8 割込みはアクティブ・ローです（GPI_8_INT は R7 がローになるたびに設定されます)。 
   1 = GPI 8 割込みはアクティブ・ハイです（GPI_8_INT は R7 がハイになるたびに設定されます)。 
0 GPI_7_INT_LEVEL Read/write 0 = GPI 7 割込みはアクティブ・ローです（GPI_7_INT は R6 がローになるたびに設定されます)。 
   1 = GPI 7 割込みはアクティブ・ハイです（GPI_7_INT は R6 がハイになるたびに設定されます)。 



データシート ADP5586 
 

Rev. 0 | Page 28 of 44 

GPI_EVENT_EN_A、レジスタ 0x1D 

表 38. GPI_EVENT_EN_A ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:6] Reserved Reserved 予約済み。 
5 GPI_6_EVENT_EN Read/write 0 = GPI 6 からの GPI イベントをディスエーブルします。 
   1 = GPI 6 アクティビティは FIFO のイベントを生成できます 1。 
4 GPI_5_EVENT_EN Read/write 0 = GPI 5 からの GPI イベントをディスエーブルします。 
   1 = GPI 5 アクティビティは FIFO のイベントを生成できます 1。 
3 GPI_4_EVENT_EN Read/write 0 = GPI 4 からの GPI イベントをディスエーブルします。 
   1 = GPI 4 アクティビティは FIFO のイベントを生成できます 1。 
2 GPI_3_EVENT_EN Read/write 0 = GPI 3 からの GPI イベントをディスエーブルします。 
   1 = GPI 3 アクティビティは FIFO のイベントを生成できます 1。 
1 GPI_2_EVENT_EN Read/write 0 = GPI 2 からの GPI イベントをディスエーブルします。 
   1 = GPI 2 アクティビティは FIFO のイベントを生成できます 1。 
0 GPI_1_EVENT_EN Read/write 0 = GPI 1 からの GPI イベントをディスエーブルします。 
   1 = GPI 1 アクティビティは FIFO のイベントを生成できます 1。 
 
1  このモードの GPI は FIF イベントとみなされ、アンロックに使用できます。このモードの GPI アクティビティは EVENT_INT 割込みを生じます。このモ

ードの GPI は、GPI_INT 割込みを生成しません。 

GPI_EVENT_EN_B、レジスタ 0x1E 

表 39. GPI_EVENT_EN_B ビットの説明  
Bits Bit Name Access Description 
[7:5] Reserved Reserved 予約済み。 
4 GPI_11_EVENT_EN Read/write 0 = GPI 11 からの GPI イベントをディスエーブルします。 
   1 = GPI 11 アクティビティは FIFO のイベントを生成できます。 
3 GPI_10_EVENT_EN Read/write 0 = GPI 10 からの GPI イベントをディスエーブルします。 
   1 = GPI 10 アクティビティは FIFO のイベントを生成できます。 
2 GPI_9_EVENT_EN Read/write 0 = GPI 9 からの GPI イベントをディスエーブルします。 
   1 = GPI 9 アクティビティは FIFO のイベントを生成できます。 
1 GPI_8_EVENT_EN Read/write 0 = GPI 8 からの GPI イベントをディスエーブルします。 
   1 = GPI 8 アクティビティは FIFO のイベントを生成できます。 
0 GPI_7_EVENT_EN Read/write 0 = GPI 7 からの GPI イベントをディスエーブルします。 
   1 = GPI 7 アクティビティは FIFO のイベントを生成できます。 
 

1 このモードの GPI は FIFO イベントと見なされ、アンロックに使用できます。 このモードの GPI アクティビティは EVENT_INT 割込みを生じます。このモ

ードの GPI は、GPI_INT 割込みを生成しません。  
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GPI_INTERRUPT_EN_A、レジスタ 0x1F 

表 40. GPI_INTERRUPT_EN_A ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:6] Reserved Reserved 予約済み。 
5 GPI_6_INT_EN Read/write 0 = GPI_6_INT はディスエーブルです。  
   1 = GPI_6_INT はイネーブルです。GPI_6_INT が設定され、GPI 6 割込み条件を

満足する場合、GPI_INT ビット（レジスタ 0x01、ビット 1）をアサートしま

す。 
4 GPI_5_INT_EN Read/write 0 = GPI_5_INT はディスエーブルです。 
   1 = GPI_5_INT はイネーブルです。GPI_5_INT が設定され、GPI 5 割込み条件を

満足する場合、GPI_INT ビット（レジスタ 0x01、ビット 1）をアサートしま

す。 
3 GPI_4_INT_EN Read/write 0 = GPI_4_INT はディスエーブルです。 
   1 = GPI_4_INT はイネーブルです。GPI_4_INT が設定され、GPI 4 割込み条件を

満足する場合、GPI_INT ビット（レジスタ 0x01、ビット 1）をアサートしま

す。 
2 GPI_3_INT_EN Read/write 0 = GPI_3_INT はディスエーブルです。 
   1 = GPI_3_INT はイネーブルです。GPI_3_INT が設定され、GPI 3 割込み条件を

満足する場合、GPI_INT ビット（レジスタ 0x01、ビット 1）をアサートしま

す。 
1 GPI_2_INT_EN Read/write 0 = GPI_2_INT はディスエーブルです。 
   1 = GPI_2_INT はイネーブルです。GPI_2_INT が設定され、GPI 2 割込み条件を

満足する場合、GPI_INT ビット（レジスタ 0x01、ビット 1）をアサートしま

す。 
0 GPI_1_INT_EN Read/write 0 = GPI_1_INT はディスエーブルです。 
   1 = GPI_1_INT はイネーブルです。GPI_1_INT が設定され、GPI 1 割込み条件を

満足する場合、GPI_INT ビット（レジスタ 0x01、ビット 1）をアサートしま

す。 

GPI_INTERRUPT_EN_B、レジスタ 0x20 

表 41. GPI_INTERRUPT_EN_B ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:5] Reserved Reserved 予約済み 
4 GPI_11_INT_EN Read/write 0 = GPI_11_INT はディスエーブルです。 
   1 = GPI_11_INT はイネーブルです。GPI_11_INT が設定され、GPI 11 割込み条

件を満足する場合、GPI_INT ビット（レジスタ 0x01、ビット 1）をアサートし

ます。 
3 GPI_10_INT_EN Read/write 0 = GPI_10_INT はディスエーブルです。 
   1 = GPI_10_INT はイネーブルです。GPI_10_INT が設定され、GPI 10 割込み条

件を満足する場合、GPI_INT ビット（レジスタ 0x01、ビット 1）をアサートし

ます。 
2 GPI_9_INT_EN Read/write 0 = GPI_9_INT はディスエーブルです。 
   1 = GPI_9_INT はイネーブルです。GPI_9_INT が設定され、GPI 9 割込み条件を

満足する場合、GPI_INT ビット（レジスタ 0x01、ビット 1）をアサートしま

す。 
1 GPI_8_INT_EN Read/write 0 = GPI_8_INT はディスエーブルです。 
   1 = GPI_8_INT はイネーブルです。GPI_8_INT が設定され、GPI 8 割込み条件を

満足する場合、GPI_INT ビット（レジスタ 0x01、ビット 1）をアサートしま

す。 
0 GPI_7_INT_EN Read/write 0 = GPI_7_INT はディスエーブルです。 
   1 = GPI_7_INT はイネーブルです。GPI_7_INT が設定され、GPI 7 割込み条件を

満足する場合、GPI_INT ビット（レジスタ 0x01、ビット 1）をアサートしま

す。 
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DEBOUNCE_DIS_A、レジスタ 0x21 

表 42. DEBOUNCE_DIS_A ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:6] Reserved Reserved 予約済み。 
5 GPI_6_DEB_DIS Read/write 0 =GPI 6 でデバウンスはイネーブルです。 
   1 =GP16 でバウンスはディスエーブルです。 
4 GPI_5_DEB_DIS Read/write 0 =GPI 5 でデバウンスはイネーブルです。 
   1 =GPI 5 でデバウンスはディスエーブルです。 
3 GPI_4_DEB_DIS Read/write 0 =GPI 4 でデバウンスはイネーブルです。 
   1 =GPI 4 でデバウンスはディスエーブルです。 
2 GPI_3_DEB_DIS Read/write 0 =GPI 3 でデバウンスはイネーブルです。 
   1 =GPI 3 でデバウンスはディスエーブルです。 
1 GPI_2_DEB_DIS Read/write 0 =GPI 2 でデバウンスはイネーブルです。 
   1 =GPI 2 でデバウンスはディスエーブルです。 
0 GPI_1_DEB_DIS Read/write 0 =GPI 1 でデバウンスはイネーブルです。 
   1 =GPI 1 でデバウンスはディスエーブルです。 

DEBOUNCE_DIS_B、レジスタ 0x22 

表 43. DEBOUNCE_DIS_B ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:5] Reserved Reserved 予約済み。 
4 GPI_11_DEB_DIS Read/write 0 =GPI 11 でデバウンスはイネーブルです。 
   1 =GPI 11 でデバウンスはディスエーブルです。 
3 GPI_10_DEB_DIS Read/write 0 =GPI 10 でデバウンスはイネーブルです。 
   1 =GPI 10 でデバウンスはディスエーブルです。 
2 GPI_9_DEB_DIS Read/write 0 =GPI 9 でデバウンスはイネーブルです。 
   1 =GPI 9 でデバウンスはディスエーブルです。 
1 GPI_8_DEB_DIS Read/write 0 =GPI 8 でデバウンスはイネーブルです。 
   1 =GPI 8 でデバウンスはディスエーブルです。 
0 GPI_7_DEB_DIS Read/write 0 =GPI 7 でデバウンスはイネーブルです。 
   1 =GPI 7 でデバウンスはディスエーブルです。 

GPO_DATA_OUT_A、レジスタ 0x23 

表 44. GPO_DATA_OUT_A ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:6] Reserved Reserved 予約済み。 
5 GPO_6_DATA Read/write 0 = 出力をローレベルに設定。 
   1 = 出力をハイレベルに設定。 
4 GPO_5_DATA Read/write 0 = 出力をローレベルに設定。 
   1 = 出力をハイレベルに設定。 
3 GPO_4_DATA Read/write 0 = 出力をローレベルに設定。 
   1 = 出力をハイレベルに設定。 
2 GPO_3_DATA Read/write 0 = 出力をローレベルに設定。 
   1 = 出力をハイレベルに設定。 
1 GPO_2_DATA Read/write 0 = 出力をローレベルに設定。 
   1 = 出力をハイレベルに設定。 
0 GPO_1_DATA Read/write 0 = 出力をローレベルに設定。 
   1 = 出力をハイレベルに設定。 
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GPO_DATA_OUT_B、レジスタ 0x24 
表 45. GPO_DATA_OUT_B ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:5] Reserved Reserved 予約済み。 
4 GPO_11_DATA Read/write 0 = 出力をローレベルに設定。 
   1 = 出力をハイレベルに設定。 
3 GPO_10_DATA Read/write 0 = 出力をローレベルに設定。 
   1 = 出力をハイレベルに設定。 
2 GPO_9_DATA Read/write 0 = 出力をローレベルに設定。 
   1 = 出力をハイレベルに設定。 
1 GPO_8_DATA Read/write 0 = 出力をローレベルに設定。 
   1 = 出力をハイレベルに設定。 
0 GPO_7_DATA Read/write 0 = 出力をローレベルに設定。 
   1 = 出力をハイレベルに設定。 

GPO_OUT_MODE_A、レジスタ 0x25 
表 46. GPO_OUT_MODE_A ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:6] Reserved Reserved 予約済み。 
5 GPO_6_OUT_MODE Read/write 0 = プッシュプル。 
   1 = オープン・ドレイン。 
4 GPO_5_OUT_MODE Read/write 0 = プッシュプル。 
   1 = オープン・ドレイン。 
3 GPO_4_OUT_MODE Read/write 0 = プッシュプル。 
   1 = オープン・ドレイン。 
2 GPO_3_ OUT_MODE Read/write 0 = プッシュプル。 
   1 = オープン・ドレイン。 
1 GPO_2_OUT_MODE Read/write 0 = プッシュプル。 
   1 = オープン・ドレイン。 
0 GPO_1_OUT_MODE Read/write 0 = プッシュプル。 
   1 = オープン・ドレイン。 

GPO_OUT_MODE_B、レジスタ 0x26 
表 47. GPO_OUT_MODE_B ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:5] Reserved Reserved 予約済み。 
4 GPO_11_OUT_MODE Read/write 0 = プッシュプル。 
   1 = オープン・ドレイン。 
3 GPO_10_OUT_MODE Read/write 0 = プッシュプル。 
   1 = オープン・ドレイン。 
2 GPO_9_OUT_MODE Read/write 0 = プッシュプル。 
   1 = オープン・ドレイン。 
1 GPO_8_OUT_MODE Read/write 0 = プッシュプル。 
   1 = オープン・ドレイン。 
0 GPO_7_OUT_MODE Read/write 0 = プッシュプル。 
   1 = オープン・ドレイン。 
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GPIO_OUT_EN_A、レジスタ 0x27 

表 48. GPIO_OUT_EN_A ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:6] Reserved Reserved 予約済み。 
5 GPIO_6_OUT_EN Read/write 0 = GPIO 6 出力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 6 出力はイネーブル。 
4 GPIO_5_OUT_EN Read/write 0 = GPIO 5 出力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 5 出力はイネーブル。 
3 GPIO_4_OUT_EN Read/write 0 = GPIO 4 出力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 4 出力はイネーブル。 
2 GPIO_3_OUT_EN Read/write 0 = GPIO 3 出力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 3 出力はイネーブル。 
1 GPIO_2_OUT_EN Read/write 0 = GPIO 2 出力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 2 出力はイネーブル。 
0 GPIO_1_OUT_EN Read/write 0 = GPIO 1 出力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 1 出力はイネーブル。 

GPIO_OUT_EN_B、レジスタ 0x28 

表 49. GPIO_OUT_EN_B ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:5] Reserved Reserved 予約済み。 
4 GPIO_11_OUT_EN Read/write 0 = GPIO 11 出力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 11 出力はイネーブル。 
3 GPIO_10_OUT_EN Read/write 0 = GPIO 10 出力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 10 出力はイネーブル。 
2 GPIO_9_OUT_EN Read/write 0 = GPIO 9 出力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 9 出力はイネーブル。 
1 GPIO_8_OUT_EN Read/write 0 = GPIO 8 出力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 8 出力はイネーブル。 
0 GPIO_7_OUT_EN Read/write 0 = GPIO 7 出力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 7 出力はイネーブル。 

GPIO_INP_EN_A、レジスタ 0x29 

表 50. GPIO_INP_EN_A ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:6] Reserved Reserved 予約済み。 
5 GPIO_6_INP_EN Read/write 0 = GPIO 6 入力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 6 入力はイネーブル。 
4 GPIO_5_INP_EN Read/write 0 = GPIO 5 入力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 5 入力はイネーブル。 
3 GPIO_4_INP_EN Read/write 0 = GPIO 4 入力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 4 入力はイネーブル。 
2 GPIO_3_INP_EN Read/write 0 = GPIO 3 入力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 3 入力はイネーブル。 
1 GPIO_2_INP_EN Read/write 0 = GPIO 2 入力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 2 入力はイネーブル。 
0 GPIO_1_INP_EN Read/write 0 = GPIO 1 入力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 1 入力はイネーブル。 
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GPIO_INP_EN_B、レジスタ 0x2A 

表 51. GPIO_INP_EN_B ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:5] Reserved Reserved 予約済み。 
4 GPIO_11_INP_EN Read/write 0 = GPIO 11 入力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 11 入力はイネーブル。 
3 GPIO_10_INP_EN Read/write 0 = GPIO 10 入力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 10 入力はイネーブル。 
2 GPIO_9_INP_EN Read/write 0 = GPIO 9 入力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 9 入力はイネーブル。 
1 GPIO_8_INP_EN Read/write 0 = GPIO 8 入力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 8 入力はイネーブル。 
0 GPIO_7_INP_EN Read/write 0 = GPIO 7 入力はディスエーブル。 
   1 = GPIO 7 入力はイネーブル。 

RESET_EVENT_A、レジスタ 0x2B 

表 52. RESET_EVENT_A ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 RESET_EVENT_A_LEVEL Read/write RESET_OUT 信号を生成するために、最初のリセット・イベントのレベルをどのく

らいにする必要があるかを定義します。 
   キー・イベントの場合は次の設定を使用します： 

0 = リセット条件として非アクティブ・イベントを使用。 
1 = リセット条件としてアクティブ・イベントを使用。 
FIFO 更新に設定された GPI とロジック出力の場合は、次の設定を使用します： 
0 = 該当せず；リリースはリセットの生成には使用しません。 
1 = プレスがリセット・イベントとして使用されます。 

[6:0] RESET_EVENT_A[6:0] Read/write RESET_OUT 信号の生成に使用できるイベントを定義します。RESET_OUT 信号の

生成には RESET_EVENT_A[6:0]、 RESET_EVENT_B[6:0]、 RESET_EVENT_C[6:0]
を用いて最大 3 つのイベントを定義できます。     
レジスタの１つが”0”の場合、そのレジスタはリセットの生成に使用されません。

リセットをトリガーするには、すべてのリセット・イベントを同時に検出する必

要があります。 

RESET_EVENT_B、レジスタ 0x2C 

表 53. RESET_EVENT_B ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 RESET_EVENT_B_LEVEL Read/write RESET_OUT信号を生成するために、2番目のリセット・イベントのレベルをどの

くらいにする必要があるかを定義します。表 52 を参照してください。 
[6:0] RESET_EVENT_B[6:0] Read/write RESET_OUT 信号の生成に使用できるイベントを定義します。表 12 を参照してく

ださい。 

RESET_EVENT_C、レジスタ 0x2D 

表 54. RESET_EVENT_C ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 RESET_EVENT_C_LEVEL Read/write RESET_OUT 信号を生成するために、3 番目のリセット・イベントのレベルをどの

くらいにする必要があるかを定義します。表 52 を参照してください。 
[6:0] RESET_EVENT_C[6:0] Read/write RESET_OUT 信号の生成に使用できるイベントを定義します。表 12 を参照してく

ださい。 

 



データシート ADP5586 
 

Rev. 0 | Page 34 of 44 

RESET_CFG、レジスタ 0x2E  

表 55. RESET_CFG ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 RESET_POL Read/write RESET_OUT信号の極性を設定します。 

0 = RESET_OUT はアクティブ・ローです。 
1 = RESET_OUT はアクティブ・ハイです。 

6 RST_PASSTHRU_EN Read/write RSTピンで RESET_OUT 信号をオーバーライド（論理和演算）できます。 
[5:2] RESET_TRIG_TIME[3:0] Read/write RESET_OUT 信号が生成されるまでリセット・イベントがアクティブでなければな

らない時間を定義します。 すべてのイベントは、同じ時間の間同時にアクティブ

でなければなりません。 
0000 = 即時。 
0001 = 1.0 sec。 
0010 = 1.5 sec。 
0011 = 2.0 sec。 
0100 = 2.5 sec。 
0101 = 3.0 sec。 
0110 = 3.5 sec。 
0111 = 4.0 sec。 
1000 = 5.0 sec。 
1001 = 6.0 sec。 
1010 = 7.0 sec。 
1011 = 8.0 sec。  
1100 = 9.0 sec。 
1101 = 10.0 sec。 
1110 = 11.0 sec。 
1111 = 12.0 sec。 

[1:0] RESET_PULSE_WIDTH[1:0] Read/write RESET_OUT信号のパルス幅を設定します。 
00 = 500 µs。 
01 = 1 ms。 
10 = 2 ms。 
11 = 10 ms。 

PULSE_GEN_1_DELAY、レジスタ 0x2F  
表 56. PULSE_GEN_1_DELAY ビットの説明 
Bits ビット名 アクセス 説明 
[7:0] PULSE_GEN_1_DELAY[7:0] Read/write パルス・ジェネレータ 1 の最初のイネーブルの最初のクロックからの初期遅延を

定義します。遅延は選択した周期クロック速度のクロック・サイクル数として定

義されます（レジスタ 0x35 を参照）。たとえば、 

PULSE_GEN_1_DELAY 
PULSE_GEN_1_PRD_CLK 

0 1 
0000 0000 0 0 ms 
0000 0001 1 125 ms 
0000 0010 2 250 ms 
0000 0011 3 375 ms 
0000 0100 4 500 ms 
… … … 
1111 1110 254 ms 31.750 sec 
1111 1111 255 ms 31.875 sec 
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PULSE_GEN_1_PERIOD、レジスタ 0x30 
表 57. PULSE_GEN_1_PERIOD ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:0] PULSE_GEN_1_PERIOD[7:0] Read/write パルス・ジェネレータ 1 の周期を定義します。周期は選択した周期クロック速度の

クロック・サイクル数として定義されます（レジスタ 0x35 を参照）。 
たとえば、 

PULSE_GEN_1_PERIOD 
PULSE_GEN_1_PRD_CLK 

0 1 
0000 0000 
0000 0001 
0000 0010 
0000 0011 
0000 0100 
… 
1111 1110 
1111 1111 

0 ms 
1 ms 
2 ms 
3 ms 
4 ms 
… 
254 ms 
255 ms 

0 ms 
125 ms 
250 ms 
375 ms 
500 ms 
… 
31.750 sec 
31.875 sec 

PULSE_GEN_1_ON_TIME、レジスタ 0x31  

表 58. PULSE_GEN_1_ON_TIME ビットの説明  
Bits Bit Name Access Description 
[7:0] PULSE_GEN_1_ON_TIME[7:0] Read/write パルス・ジェネレータ 1 のオン時間を定義します。オン時間は選択したクロック

速度のクロック・サイクル数として定義されます（レジス タ 0x35 を参照）。たと

えば、 

PULSE_GEN_1_ON_TIME 
PULSE_GEN_1_ON_CLK 

0 1 
0000 0000 
0000 0001 
0000 0010 
0000 0011 
0000 0100 
… 
1111 1110 
1111 1111 

0 ms 
1 ms 
2 ms 
3 ms 
4 ms 
… 
254 ms 
255 ms 

0 ms 
125 ms 
250 ms 
375 ms 
500 ms 
… 
31.750 sec 
31.875 sec 

PULSE_GEN_2_DELAY、レジスタ 0x32  
表 59. PULSE_GEN_2_DELAY ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:0] PULSE_GEN_2_DELAY[7:0] Read/write パルス・ジェネレータ 2 の最初のイネーブルの最初の１クロックからの初期遅延

を定義します。遅延は選択した周期クロック速度のクロック・サイクル数として

定義されます（レジスタ 0x35 を参照）。たとえば、 

PULSE_GEN_2_DELAY 
PULSE_GEN_2_PRD_CLK 

0 1 
0000 0000 
0000 0001 
0000 0010 
0000 0011 
0000 0100 
… 
1111 1110 
1111 1111 

0 ms 
1 ms 
2 ms 
3 ms 
4 ms 
… 
254 ms 
255 ms 

0 ms 
125 ms 
250 ms 
375 ms 
500 ms 
… 
31.750 sec 
31.875 sec 
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PULSE_GEN_2_PERIOD、レジスタ 0x33  
表 60. PULSE_GEN_2_PERIOD ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:0] PULSE_GEN_2_PERIOD[7:0] Read/write パルス・ジェネレータ 2 の周期を定義します。周期は選択した周期クロック速度

のクロック・サイクル数として定義されます（レジスタ 0x35 を参照）。 
たとえば、 

PULSE_GEN_2_PERIOD 
PULSE_GEN_2_PRD_CLK 

0 1 
0000 0000 
0000 0001 
0000 0010 
0000 0011 
0000 0100 
… 
1111 1110 
1111 1111 

0 ms 
1 ms 
2 ms 
3 ms 
4 ms 
… 
254 ms 
255 ms 

0 ms 
125 ms 
250 ms 
375 ms 
500 ms 
… 
31.750 sec 
31.875 sec 

PULSE_GEN_2_ON_TIME、レジスタ 0x34 
表 61. PULSE_GEN_2_ON_TIME ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:0] PULSE_GEN_2_ON_TIME[7:0] Read/write パルス・ジェネレータ 2 のオン時間を定義します。オン時間は選択したクロック

速度のクロック・サイクル数として定義されます（レジス タ 0x35 を参照）。たと

えば、 

PULSE_GEN_2_ON_TIME 
PULSE_GEN_2_ON_CLK 

0 1 
0000 0000 
0000 0001 
0000 0010 
0000 0011 
0000 0100 
… 
1111 1110 
1111 1111 

0 ms 
1 ms 
2 ms 
3 ms 
4 ms 
… 
254 ms 
255 ms 

0 ms 
125 ms 
250 ms 
375 ms 
500 ms 
… 
31.750 sec 
31.875 sec 
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PULSE_GEN_CONFIG、レジスタ 0x35 
表 62. PULSE_GEN_CONFIG ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 PULSE_GEN_1_INV Read/write 0 = パルス・ジェネレータ 1 の出力は非反転。オン時間はハイレベル信号が出力してい

る時間の長さとして定義されます。 
1 = パルス・ジェネレータ 1 の出力は反転された出力。オン時間はローレベル信号が出

力している時間の長さとして定義されます。 
6 PULSE_GEN_1_ON_CLK Read/write パルス・ジェネレータ 1 のオン時間のクロック速度を定義します。 

0 = 1 ms。 
1 = 125 ms。 
PULSE_GEN_1_ON_CLK = 1 と PULSE_GEN_1_PRD_CLK = 0 を同時に設定する事はで

きません。 
5 PULSE_GEN_1_PRD_CLK Read/write パルス・ジェネレータ 1 の周期のクロック速度を定義します。 

0 = 1 ms。 
1 = 125 ms。 
PULSE_GEN_1_ON_CLK = 1 と PULSE_GEN_1_PRD_CLK = 0 を同時に設定する事はで

きません。 
4 PULSE_GEN_1_EN Read/write 0 = パルス・ジェネレータ 1 はディスエーブルです。出力は常にオフ信号です。 

1= パルス・ジェネレータ 1 はイネーブルです。 
3 PULSE_GEN_2_INV Read/write 0 = パルス・ジェネレータ 2 の出力は非反転。オン時間はハイレベル信号が出力してい

る時間の長さとして定義されます。 
1 = パルス・ジェネレータ 2 の出力は反転された出力。オン時間はロー信号が出力して

いる時間の長さとして定義されます。 
2 PULSE_GEN_2_ON_CLK Read/write パルス・ジェネレータ 2 のオン時間のクロック速度を定義します。 

0 = 1 ms。 
1 = 125 ms。 
PULSE_GEN_2_ON_CLK = 1 と PULSE_GEN_2_PRD_CLK = 0 を同時に設定する事はで

きません。 
1 PULSE_GEN_2_PRD_CLK Read/write パルス・ジェネレータ 2 の周期のクロック速度を定義します。 

0 = 1 ms。 
1 = 125 ms。 
PULSE_GEN_2_ON_CLK = 1 と PULSE_GEN_2_PRD_CLK = 0 を同時に設定する事はで

きません。 
0 PULSE_GEN_2_EN Read/write 0 = パルス・ジェネレータ 2 はディスエーブルです。出力は常にオフ信号です。 

1 = パルス・ジェネレータ 2 はイネーブルです。 

LOGIC_CFG、レジスタ 0x36 

表 63. LOGIC_CFG ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 Reserved Reserved 予約済み。 
6 LY_INV Read/write 0 =  LY 出力は反転されずにロジック・ブロックに入ります。 

1 =ロジック・ブロックからの LY 出力を反転します。 
5 LC_INV Read/write 0 =  LC 入力は反転されずにロジック・ブロックに入ります。 

1 = LC 入力は反転してからロジック・ブロックに入ります。 
4 LB_INV Read/write 0 =  LB 入力は反転されずにロジック・ブロックに入ります。 

1 = LB 入力は反転してからロジック・ブロックに入ります。 
3 LA_INV Read/write 0 =  LA 入力は反転されずにロジック・ブロックに入ります。 

1 = LA 入力は反転してからロジック・ブロックに入ります。 
[2:0] LOGIC_SEL[2:0] Read/write ロジック・ブロック用のデジタル・マルチプレクサを設定します。図 19 を参照してく

ださい。 
000 = off/disable。 
001 = AND。 
010 = OR。 
011 = XOR。 
100 = FF。 
101 = IN_LA。 
110 = IN_LB。 
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Bits Bit Name Access Description 
111 = IN_LC。 

LOGIC_FF_CFG、レジスタ 0x37 

表 64. LOGIC_FF_CFG ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:2] Reserved Reserved 予約済み。 
1 FF_SET Read/write 0 = ロジック・ブロックで FF は設定されません。 図 19 を参照してください。 

1 = ロジック・ブロックで FF を設定します。 
0 FF_CLR Read/write 0 =ロジック・ブロックで FF はクリアされません。 図 19 を参照してください。 

1 =ロジック・ブロックで FF をクリアします。  

LOGIC_INT_EVENT_EN、レジスタ 0x38 

表 65. LOGIC_INT_EVENT_EN ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:3] Reserved Reserved 予約済み。 
2 LY_DBNC_DIS Read/write 0 = ロジック・ブロックの出力はデバウンスされてからイベント/割込みブロックに入りま

す。 
1 = ロジック・ブロックの出力はデバウンスされずにイベント/割込みブロックに入りま

す。グリッジは早まってインターラプトを発生させることがあるので注意して使用してく

ださい。 

 

1 LOGIC_EVENT_EN Read/write 0 = LY は割込みを生成できません。 
1 = LY アクティビティによって FIFO のイベントを生成できます。 

0 LOGIC_INT_LEVEL Read/write 割込みを生成する LY のロジック・レベルを設定します。 
0 = LY はアクティブ・ローです。 
1 = LY はアクティブ・ハイです。 

POLL_TIME_CFG、レジスタ 0x39 

表 66. POLL_TIME_CFG ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:4] Reserved Reserved 予約済み。 
3 PRECHARGE_TIME Read/write プリチャージできる時間を定義します。 

0 = 100 µs。 
1 = 200 µs。 

2 Reserved Reserved 予約済み。 
[1:0] KEY_POLL_TIME[1:0] Read/write 連続したスキャン・サイクル間の時間を設定します。 

00 = 10 ms。 
01 = 20 ms。 
10 = 30 ms。 
11 = 40 ms。 

PIN_CONFIG_A、レジスタ 0x3A 

表 67. PIN_CONFIG_A ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:6] Reserved Reserved 予約済み。 
5 R5_CONFIG Read/write 0 = GPIO 6。 

1 = 行 5。 
4 R4_CONFIG Read/write 0 = GPIO 5。 （代替設定 RESET_OUT については、表 69 の R4_EXTEND_CFG を参照）。 

1 = 行 4。 
3 R3_CONFIG Read/write 0 = GPIO 4 。（代替設定 LC については表 69 の R3_EXTEND_CFG を参照）。 

1 = 行 3。 
2 R2_CONFIG Read/write 0 = GPIO 3。 

1 = 行 2。 
1 R1_CONFIG Read/write 0 = GPIO 2。 

1 = 行 1。 
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Bits Bit Name Access Description 
0 R0_CONFIG Read/write 0 = GPIO 1/LY （代替設定 LY については表 69 の R0_EXTEND_CFG を参照)。 

1 = 行 0。 

PIN_CONFIG_B、レジスタ 0x3B 

表 68. PIN_CONFIG_B ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:5] Reserved Reserved 予約済み。 
4 C4_CONFIG Read/write 0 = GPIO 11。 
   1 = 列 4。 
3 C3_CONFIG Read/write 0 = GPIO 10。 
   1 = 列 3。 
2 C2_CONFIG Read/write 0 = GPIO 9。 
   1 = 列 2。 
1 C1_CONFIG Read/write 0 = GPIO 8 （代替設定 PULSE_GEN_2については表 69 の C1_EXTEND_CFGを参照）。 
   1 = 列 1。 
0 C0_CONFIG Read/write 0 = GPIO 7 （代替設定 PULSE_GEN_1については表 69 の C0_EXTEND_CFGを参照）。 
   1 = 列 0。 

PIN_CONFIG_C、レジスタ 0x3C 

表 69.  PIN_CONFIG_C ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 PULL_SELECT Read/write 0 = キー・スキャンニング時の行プルアップに 300 kΩ を使用。 
   1 = キー・スキャンニング時の行プルアップに 100 kΩ を使用。 
6 C0_EXTEND_CFG Read/write 0 = C0 は GPIO 7 の設定のままです。 
   1 = C0 は PULSE_GEN_1 出力に設定し直されます。  
5 R4_EXTEND_CFG Read/write 0 = R4 は GPIO 5 の設定のままです。 
   1 = R4 は RESET_OUT 出力に設定し直されます。 
4 C1_EXTEND_CFG Read/write 0 = C1 は GPIO 8 の設定のままです。 

1 = C1 は PULSE_GEN_2 出力に設定し直されます。 
3 R3_EXTEND_CFG Read/write 0 = R3 は GPIO 4 の設定のままです。 
   1 = R3 はロジック・ブロック用の LC 入力に設定し直されます。 
[2:1] Reserved Reserved 予約済み。 
0 R0_EXTEND_CFG Read/write 0 = R0 は GPIO 1 の設定のままです。 
   1 =R0 はロジック・ブロックからの LY 出力に設定し直されます。 

GENERAL_CFG、レジスタ 0x3D  

表 70. GENERAL_CFG ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
7 OSC_EN Read/write 0 = 内部 800 kHz 発振器をディスエーブルにします。 

1 = 内部 800 kHz 発振器をイネーブルにします。 
[6:5] OSC_FREQ[1:0] Read/write ベースの 800 kHz 発振器からデジタル・コアに供給される入力クロック周波数を設定します。周

波数を抑えると、静止電流が低下します。ただし、キーと GPI のスキャン時間は増加します。 
00 = 50 kHz。 
01 = 100 kHz。 
10 = 200 kHz。 
11 = 400 kHz。 

[4:3] Reserved Reserved 予約済み。 
2 SW_RESET Read/write ソフトウェア・リセット。ADP5586をリセットするために１に設定します。この機能は RSTをロ

ーレベルにした後ハイレベルにする操作と同じです。デバイスを再度プログラムする前に少なく

ても 200 µs 待機してください。  
1 INT_CFG Read/write 割込みのペンディング中にユーザがクリアしようとした場合の INTピンの動作を設定します。 

0 = 割込みがペンディング中の場合、INTピンはアサートされたままです。 

http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
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1 = 割込みがペンディング中の場合、INTピンは 50 μs 間アサート解除されてから、再アサートさ

れます。 
0 RST_CFG Read/write RSTピンと SW_RESET ビットに対する ADP5586の応答を設定します。 

0 =RSTがロー・レベルの場合、ADP5586はリセットされます。 
1 = RSTがロー・レベルの場合、ADP5586はリセットされません。 

INT_EN、レジスタ 0x3E 

表 71. INT_EN ビットの説明 
Bits Bit Name Access Description 
[7:5] Reserved Reserved 予約済み。 
4 LOGIC_IEN Read/write 0 = ロジック 1 割込みはディスエーブルです。 
   1 = LOGIC_INT ビット（レジスタ 0x01、ビット 4）が設定されている場

合、INTピンをアサートします。 
3 Reserved Reserved 予約済み。 
2 OVRFLOW_IEN Read/write 0 =  オーバーフロー 割込みはディスエーブルです。 
   1 =OVRFLOW_INT ビット（レジスタ 0x01、ビット 2）が設定されてい

る場合、INTピンをアサートします 。 
1 GPI_IEN Read/write 0 =  GPI 割込みはディスエーブルです。 
   1 = GPI_INT ビット（レジスタ 0x01、ビット 1）が設定されている場

合、INTピンをアサートします 。 
0 EVENT_IEN Read/write 0 = イベント割込みはディスエーブルです。 
   1 = EVENT_INT（レジスタ 0x01、ビット 0）が設定されている場

合、INTピンをアサートします。 

http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
http://www.analog.com/ADP5586?doc=ADP5586.pdf
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アプリケーション 図 
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図 28. 代表的なアプリケーション回路 
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図 29. 16 ボール・ウェハー・レベル・チップ・スケール・パッケージ[WLCSP] 

(CB-16-10) 
寸法表示: mm 

オーダー・ガイド 
Model1 Temperature Range Package Description Package Option 
ADP5586ACBZ-00-R7  −40°C to +85°C 16 ボール・ウェハー・レベル・チップ・スケール・ 

パッケージ[WLCSP] 
CB-16-10 

ADP5586ACBZ-01-R7  −40°C to +85°C 16 ボール・ウェハー・レベル・チップ・スケール・ 
パッケージ[WLCSP] 

CB-16-10 

ADP5586ACBZ-03-R7  −40°C to +85°C 16 ボール・ウェハー・レベル・チップ・スケール・ 
パッケージ[WLCSP] 

CB-16-10 

ADP5586CB-EVALZ   WLCSP 評価ボード CB-16-10 
 
1 Z = RoHS 準拠製品 
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I2C refers to a communications protocol originally developed by Philips Semiconductors (now NXP Semiconductors). 
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